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PSAを使った
採用・配置・育成・定着

商品サービス概要
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大切にしている価値観

隠れた才能が色づくと、ひとは自ら動き出す

https://www.e-bridgec.net

https://www.e-bridgec.com/
http://www.e-bridgec.net/
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導入企業：１０００社～
・パーソルキャリア様、ベネッセコーポレーション様、
水戸ホーリーホック様等、上場企業から医療関係、
スポーツチームまで幅広くご活用頂いています。

利用者数：4０万人～

受検言語：日本語・英語（順次多言語も検討）

（株）ベネッセコーポレーション様運営
しまじろうクラブ

各大学、専門学校 ミイダス株式会社様
（パーソルグループ）

活用実績
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PSAパーソナリティ診断
①人の内面を深く分析できる
②採用～定着まで活用できる
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ＰＳＡとはなにか
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・個性を活かす
・心の状態のモニター
・成長の可能性を捉える
・個性を活かしあえる人間関係を作る

優劣の判断・選別
レッテル貼りのツールでは
ありません

PSAとは、Personality Spectrum Analysisの略称であり、
精神医学と大脳生理学をベースにしたパーソナリティの診断ツールです

ＰＳＡが目指すもの
このツールを使って、人が生まれながらに持つ個性の価値が尊重され

最大限に活かされる社会を実現するためのツールであること。
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経験や学習で

「変えられる自分」

生まれながらの

「変わりにくい自分」

環境や経験による学習で変化する。

「成熟している」状態が望ましく、

情動をコントロールすることが可能となり、

自己決定や対人関係に対応できるようになる。

情動のパターン
大脳辺縁系の特徴

心の筋力
眼窩前頭皮質・内側前頭前皮質の特徴

人間のパーソナリティとは

遺伝規定性が高く、生涯にわたって

変わりにくいとされる。ある刺激に

対する無意識の反応に影響を与える。



CopyrightⒸ2020 E-bridge C All Rights Reserved.

情動パターンと脳機能
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大脳辺縁系

刺激情報
・視覚
・聴覚
・味覚
・その他

心拍数の変化
表情筋の変化
喜怒哀楽などの感情

(例)

闘争･逃走反応
✓ 戦う
✓ 逃げる
✓ 固まる

①

②

③

非認知機能
情動機能

認知
機能

心の筋力
（後天性）

情動パターン
（先天性）
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「情動のパターン」は変わりにくい＝持って生まれた個性

生涯に渡って変わりにくい

心の筋
力

家庭
環境

友
達

先生

恋愛

受検

仲間

職場
環境

育成
環境

就
職

仕
事

失
敗

成
功

成
功

成
功

失
敗

学校
環境

経
験

心の筋力

環
境

現在

情動パターンのタイプは個性であり「良い悪い」はない。

心の筋力の状態は「状態」であり「固定した個性」ではない。

8
「レッテル貼り」はNG。自他を尊重して活かすための「羅針盤」。

情動
パターン

情動
パターン

環境や経験により変化・成長する

パートナー
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脳科学・精神医学で明らかになった、人間の遺伝的・先天的で、あまり変わることのない

「 快・不快の情動のパターン 」は、８タイプ
情動PT 情動キーワード

情熱家
影響したい／魅了したい／未来を想像したい・向かいたい
新しいことをしたい／自由にやりたい／めんどくさいと感じやすい

冒険家
自分でやりたい／一人でやりたい／しばられたくない
アイディアが沸きやすい／操作したい

理想家
称賛されたい／非難されたくない／理想の自分になりたい
新しいことを自由にやりたい／不安がわきやすい

芸術家
見捨てられたくない／承認されたい／自分なりの表現をしたい
不安がわきやすい／新しいことをやりたい

生真面目
じっくりやりたい／こつこつやりたい／ちゃんとやりたい／慌てた
くない／不安になりにくい／話したい・説明したい

孤高人
肯定されたい／納得したい／自分の世界を大事にしたい／確実なこ
とが知りたい／過去の記憶が自然と沸く

慎重家
不安・心配が沸きやすい／失敗したくない・安心したい／低く評価
されたくない／合意したい／人のために役立ちたい

正確にしたい／完璧にしたい／合理的にしたい／白黒はっきりつけ
たい／こだわりたい／不安が沸きやすい

「情動のパターン」の種類
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「心の筋力」は８段階

成熟

組織的

夢想的 気分屋

独裁的 気まま 他律的

控えめ

心の筋力（後天性）は状況や
環境で変わっていきます。

成熟・組織的な状態は
自分をコントロールしながら
相手に合わせたコミュニケーションが
取れている良い状態で、
控えめになると健康面でも不安があり
退職リスクが非常に高い状態。
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情熱家

冒険家

生真面
目 理想家

芸術家

慎重家

孤高人

完全
主義

個人

組織

磨く 創る

オペレーション リード

エキスパート クリエイティブ

心の筋力の状態

人材のポートフォリオ

組織やプロジェクトを運営する上では、いろんなタイプがそれぞれの個性を尊重し、
お互いの強みを発揮することで補完関係となり、目的達成へと導くことができます。

新しいことに
チャレンジ

定番を好む
変わらなくてもいい
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現
場
組
織
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
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経
営
ボ
ー
ド
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

PSAの現場組織での活用
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関係の質

思考の質

行動の質

結果の質

ダニエル・キム
成功循環モデル

するべき事が非常に多い

バッドサイクル
①成果が上がらない（結果の質）
②対立、押し付け、命令する（関係の質）
③面白くない、受け身で聞くだけ（思考の質）
④自発的・積極的に行動しない（行動の質）
⑤結果が出ない（結果の質）
⑥関係が悪化する（関係の質）

関係性とコミュニケーションをなぜ大事にしているか？

グッドサイクル
①お互いに尊重し、一緒に考える（関係の質）
②気づきがある、面白い、ポジティブ（思考の質）
③自分で考え、自発的に行動する（行動の質）
④成果が得られる（結果の質）
⑤信頼関係が高まる（関係の質）

ここにお金とリソースを
いかにかけるかが重要
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①採用 ③育成 管理・評価 ④代謝・定着

異動(再配置)

キャリア
ステップ

「人を採用する事」が目的なのか？

「採用した人が活躍し、定着し、結果会社業績が向上する」が目的なのでは？

採用した人が活躍できる土台作りをする
４つのシーンで活用が可能
①採用②配置③育成④定着

PSAパーソナリティ診断の活用方法について

②配置
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①採用
・自社にマッチした人材を採用したい
・採用の見極めをしたい

②配置
・パフォーマンスが上がる配置を検討したい
・配置の相性を知りたい

③育成
・管理職の部下育成力を強化したい
・個性や強みを活かした育成をしたい

④定着
・退職リスク、メンタルリスクの高い人材を把握したい
・人の成長を見える化したい

PSAの活用シーン
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活用方法①採用シーンでの活用

No 名前
情動パターン

（メイン）	

情動パターン

（サブ）	
新奇衝動性 不安制御性 興味志向性	 心の筋力 自己認知性	 対人関係性	 ホリスティック

1 課長 冒険家 完全主義 69.169 47.819 49.214 成熟 64.684 45.272 61.266

2 先輩 孤高人 生真面目 20.587 36.408 44.055 控えめ 49.372 35.244 40.253

3 メンバー 完全主義 慎重家 20.161 67.724 27.586 気分屋 39.245 54.419 78.855

達成力	 持続力
コミュニケー

ション力	
堅実性 責任感 協力性 規範性 自己効力感 創造力 革新性

1 課長 61.751 60.950 55.964 51.455 49.375 64.124 20.845 66.220 62.975 74.196

2 先輩 46.414 46.659 52.003 34.897 36.608 46.144 55.387 54.251 44.813 41.623

3 メンバー 54.083 57.377 40.121 40.748 55.758 59.629 55.387 51.259 59.050 57.506

ストレス耐性	
精神・心理的

安定性

セルフコント

ロール

レジリエンス

（情動的側面）

レジリエンス

（心の筋力側面）
回答の信頼度 受検日

1 課長 5 5 5 5 5 83 1999/5/1

2 先輩 1 2 2 3 1 67 1999/5/1

3 メンバー 3 2 5 3 4 67 1999/5/1

分析

新規事業に求める人材を候補者に
例)新奇衝動性が高く、不安制御性が低い

受検結果を分析し活躍人材の特徴を数値化。
採用時にも受検頂き同様の人材を候補者に

16

採用 配置･異動 育成･評価 定着

受
検

①既存事業の採用

②新規事業の採用

候補者から近しい方を採用

応募者に受検頂く

受
検

商品名：ACTUSインタビュー
面接時に相手の情動に合わせた
質問、確認ポイントを集約。

活躍している人材＝
欲しい人材像

商品名
因子・行動特性・得点一覧
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○○課

Ａチーム

リーダー

メンバー

Ｂチーム

リーダー

メンバー

Ｃチーム

リーダー

メンバー
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採用 配置･異動 育成･評価 定着

まず仕事に慣れる事を優先し近しい情動の
上司･先輩がいるチームへの配属を検討す
る。

①新入社員配属

②プロジェクト発足 プロジェクトの内容・目的により、今までの実績や仕事ぶりなどに加えて

「情動パターン」を考慮。新規プロジェクトであれば、情熱家・サポートに慎重家等。

③配置転換

○○課

Ａチーム

リーダー

メンバー

メンバー

Ｂチーム

リーダー

メンバー

Ｃチーム

リーダー

メンバー

メンバー

情動の違う組み合わせ等、新たな価値創造する
組織をデザインしてみる。

心の筋力の状態も加味して検討する。

※別途、新人向けオンボーディングプログラム
（リアル+オンライン研修）も用意しています。

活用方法②配置・異動シーンでの活用
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導入時のポイント
①会話する時間を意図的に作る
②安心できる場を作る(ＰＳＡを活用し自己理解・他者理解の促進)
③上司の適切な声がけ、聴くスキル…
（詳細は右記動画をご活用ください）

採用 配置･異動 育成･評価 定着

18

個別面談＝１on１ミーティングで。

上司と部下が１対１で行う対話のことです。
１対１の対話=評価面談のイメージがありますが

目的や実施方法に大きな違いがあります。

目的は部下の報告を求めたり管理するような時間ではなく
部下の成長促進する事。部下の能力を引き出す

部下の育成のための時間です。

いきなり導入してみようと
言われても…

業績以外に何を話せばいいの？

個別面談ってなんだろう？？
緊張するな。

売上厳しいしな…

上司部下

商品名：ルミエール
上司･部下の情動の違いとコミュニケーション
のヒントを集約。

1on1ミーティングの
陥りやすい事例等、
運用のヒントを動画にて紹介。

活用方法③育成・評価シーンでの活用
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No 名前
情動パターン

（メイン）	

情動パターン

（サブ）	
新奇衝動性 不安制御性 興味志向性	 心の筋力 自己認知性	 対人関係性	 ホリスティック

1 課長 冒険家 完全主義 69.169 47.819 49.214 成熟 64.684 45.272 61.266

2 先輩 孤高人 生真面目 20.587 36.408 44.055 控えめ 49.372 35.244 40.253

3 メンバー 完全主義 慎重家 20.161 67.724 27.586 気分屋 39.245 54.419 78.855

達成力	 持続力
コミュニケー

ション力	
堅実性 責任感 協力性 規範性 自己効力感 創造力 革新性

1 課長 61.751 60.950 55.964 51.455 49.375 64.124 20.845 66.220 62.975 74.196

2 先輩 46.414 46.659 52.003 34.897 36.608 46.144 55.387 54.251 44.813 41.623

3 メンバー 54.083 57.377 40.121 40.748 55.758 59.629 55.387 51.259 59.050 57.506

ストレス耐性	
精神・心理的

安定性

セルフコント

ロール

レジリエンス

（情動的側面）

レジリエンス

（心の筋力側面）
回答の信頼度 受検日

1 課長 5 5 5 5 5 83 1999/5/1

2 先輩 1 2 2 3 1 67 1999/5/1

3 メンバー 3 2 5 3 4 67 1999/5/1

19

採用 配置･異動 育成･評価 定着

業績だけでなく
適切な声のかけ方

苦境にあるメンバーの
早期発見

新たな目標、個人的な
夢などの把握

①リスクがある
メンバーを把握

②個別に心の状態の
推移を確認

商品名
因子・行動特性・得点一覧

1on1ミーティングなどを活用し
上記3点を意識して確認しておくACTUSトランジション

活用方法④定着シーンでの活用
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【1ページのPDFレポート】
記載内容：
・情動タイプ/心の筋力タイプ
・特徴のショートコメント

【2ページのPDFレポート】
記載内容：
・情動タイプ/心の筋力タイプ
・特徴のショートコメント
・タイプ下位因子得点・グラフ
・10項目の行動特性得点・グラフ
・5項目の心の安定得点・グラフ

【2ページのPDFレポート】
記載内容：
・情動別のラポール形成ガイド
・心の筋力の状態別の
・質問切り口・確認ポイントのガイド

【エクセル形式レポート】
内容：
受検者の下記項目を一覧化
・情動タイプ/心の筋力タイプ
・タイプ下位因子得点
・10項目の行動特性得点
・5項目の心の安定得点

【5ページのPDFレポート】
記載内容：
・情動タイプ/心の筋力タイプ
・特徴のショートコメント
・情動タイプの活かし方
・陥りやすいクセへの対処法
・心の筋力を向上させるアドバイス
・８つの情動パターンタイプの特徴
・８つの心の筋力の状態の特徴

【3ページのレポート】
記載内容：
・上司/部下 双方の情動タイプ
・互いに感じる相手の印象
・互いのタイプの特徴
・部下の強み/陥りやすいクセ
・効果的な関わり方
・発生しがちなすれ違いケース
・効果的な関わり方GoodBadガイド

【6ページのPDFレポート】
記載内容：
下記項目を網羅したフルパッケージ

ACTUSディテールー
＋

ACTAUSインタビュー

【人事サブクスのみで閲覧できるレポート】
記載内容：
・情動タイプ/心の筋力タイプ
・特徴のショートコメント
・下位因子得点
・「心の筋力の状態」の推移（時系列）
・ 「心の筋力の状態」下位因子の推移
（時系列）

PSAパーソナリティ診断／出力レポート一覧

ACTUS Lite ACTUSディテール ACTUSインタビュー 因子・行動特性得点一覧

特徴のサマリーレポート 特徴と因子得点レポート 個性に応じた面接ガイド 得点比較用レポート

ACTUSインクワイアリ―

専門学校〇〇〇〇   HCC太郎様　2018/12/10

あなたへアドバイス。こころの安定のために・・・。

＜タイミングよくチャンスをつかむ＞

「新しい刺激に向かって今すぐ行動したい！」という情動がとても強く、そのた

めとても活動的です。タイミングを逃さず好機をつかみ、自分やチームの可

能性を広げる力をもっています。一方、黙々と作業する事には強い息苦しさ

を感じますが、その作業は何のためにしているのか、それをやることが何に繋

がるのかといった、作業の意義を見出すことで、やりがいを感じられるでしょ

う。

＜既成概念にとらわれない＞

「新しいことを自由にやりたい！」という情動を、とても強く感じます。既成概

念に縛られることなく自由に行動する力は、組織や社会に革新を起こす原

動力にもなるでしょう。厳粛に規則に従うことが必要な場合、強い束縛を感

じますが、なぜそのルールが必要なのか深く考え、意義の捉え直しができる

と視座が上がるでしょう。

＜未来を切り開く＞

「未来にワクワクする」情動を強く感じます。そのため新しく創造的なアイデア

で、未来を切り開くことがとても好きです。一方で、過去の掘り下げや、事実

だけを扱う場合、全くやる気が起きなかったりしますが、『未来を切り開くため

にどう活用できるか』と問う事で、意義を見出し、やる気に繋がるでしょう。

＜バイタリティがある＞

疲労やストレスを感じにくいため、精神的にタフで、少々のことにはへこたれ

ずに突き進んでいく力強さがあります。バイタリティ溢れる言動は周囲にも活

力を与え、ここ一番のときに頼もしい存在となるでしょう。時にはペース配分

を考えたり、周囲をよく見たりして周りと歩調を合わせるなど、エネルギーを

効果的に使いましょう。

＜スピーディな活動＞

「考える暇があったらまず動きたい！」という情動が強く沸くため、すぐに着手

し、色々試しながら進んでいくことを好みます。スピーディな行動が求められ

る場面では、自然に力を発揮できるでしょう。行動による影響に視野を広

げ、失敗から学ぶことを心がけると、自己成長につながります。

＜大胆な行動＞

「大丈夫！できるできる！」という情動が強く沸き、周囲が驚くような大胆な

行動をします。既成概念や硬直した状況に風穴を開ける力となりますし、大

きなチャレンジは自己成長にも繋がります。慎重さを求められると窮屈に感

じますが、本当に大丈夫か吟味し、周囲を安心させることでより信頼と協力

を得ることができるでしょう。

＜人を引き付ける＞

「注目されたい、魅了したい！」という情動を強く感じ、多くの人が惹かれるよ

うな振る舞いができます。いつも大勢の中にいて強い影響力があります。

人と関わりが少なく、自己表現ができないと虚しさを感じますが、自分の力は

気づきにくいので、小さな行動でも意外と周囲に影響しているはずです。自

分の特徴をどう活かせるか考えてみましょう。

＜人を巻き込む／リーダーシップをとる＞

「人に影響したい！」という情動を強く感じるため、リーダーとして多くの人を

巻き込んでいけます。組織のヴィジョンなど、とても雄弁に感情豊かに表現

するため、情熱的で人間味のあるリーダーという印象です。話しに誇張がな

いか、事実に即しているかなどに気を付けながら、持ち前のリーダーシップを

発揮していきましょう。

＜人が好き・人情深い＞

「人と接したい！関わりたい！」という情動を強く感じる人情家です。思いやり

深く親身に相手に接するため、周りを温かく協調的な雰囲気にするでしょう。

機械的な対応が必要な場面や、相手の顔が見えない中では寂しさや物足り

なさを感じますが、『相手を人としてみる』ことが自然とできるため、その場に

人間的な温かみを与えるでしょう。

＜気が散る・優先順位が苦手＞

いつも最新のものにパッと興味が移るので、優先順位をつけるのがとても苦

手です。物事を達成するために優先順位はとても重要です。優先順位付け

が得意な人と、話しながら整理するのも有効です。いつも目的を意識し、そ

れに沿って『重要なことは何か』を考え、整理する習慣をつけましょう。

＜飽きっぽい・慢性的な刺激を求める＞

新しいものに飛びつきやすいので、飽きっぽく、いつも強い刺激を求めるよう

な言動をしがちです。いつも目的を意識し、『今やりたい、興味があると感じ

たことは、本来の目的に沿っているか』を確認する習慣や、目的達成のため

に必要なことを少しずつでも継続する習慣をつけましょう。場合によっては、

飲酒やギャンブルなどで過度な刺激を求める衝動が沸く場合もあります。そ

の場合には、ためらわず早めに専門家にアドバイスを受けましょう。

＜衝動買いや誘惑に弱い＞

新製品や広告の誘惑に弱く、不必要なものを衝動的に買ってしまったりしま

す。「欲しい！」という衝動が沸いたら一旦時間を置き、冷静になって本当に

適切な買い物か判断しましょう。目的に向かう事を阻害する誘惑も同様に、

一旦時間を置き、冷静に判断することを少しずつでも重ねる事で、克己心

や心の筋力もより強固になっていきます。

＜無計画で見切り発車＞

「大丈夫！すぐやりたい！」という衝動が沸きやすく、計画も立てず安易に行

動しがち。同じ失敗を何度も繰り返してしまうこともあります。一度立ち止ま

り、行動の影響をよく吟味しましょう。計画性のある人に助言を求めるのも有

効です。

＜思い違いが多く、言動がアバウト＞

楽観的で「ま、いいか」という情動が強く沸きやすいため、吟味が甘く、早合

点で思い違いが多くなります。言動が大ざっぱで、話が大げさになりやすく、

時間もルーズになります。表現が抽象的すぎたり、大げさすぎないか注意し

ましょう。早飲み込みや思い違いをしていないか、立ち止まって振返りましょ

う。吟味が得意な人に助言やサポートを求めるのも有効です。

＜疲れに鈍感＞

疲労やストレスを感じにくく、限界まで頑張る傾向があり、気付いたときにはダ

ウン！といったことが起きます。周囲の人にも自分と同じタフさを要求して当

たり前と感じてしまいがちです。「少し疲れたけどまだいける」、と感じた時は

休養のサインです。自分の基準を他者に当てはめず、心身を大切にする心

構えと習慣を身に付けましょう。

＜おせっかい・過剰な関わり＞

「人と関わりたい、役に立ちたい！」という情動が強く沸くため、過剰に関わ

り、『おせっかい』というレッテルを貼られることも。自分の思い込みや衝動だ

けでなく、本当に相手が求めている距離感や内容は何か、客観的に見る癖

をつけましょう。必要であれば相手に自分の関わりについて率直に意見を聞

いてみるのも有効です。

＜情にながされる＞

人に泣きつかれたりすると「かわいそうだな」という情動が強く沸きやすく、冷

静さが必要な時にも情に流されがちです。相手を思いやる気持ちは大切で

すが、情だけでは適切な意思決定はできません。必要であれば決定は後日

にするなど、冷静になってから吟味しましょう。また客観的に合理的な判断

ができる人に助言を求めるのも有効です。

＜注目されないとやる気が起きない＞

「人に注目をされたい！」という情動が強く、それが叶わないと全くやる気が

起きなくなります。本当に達成したいこと、行動の目的は何かをいつも意識し

ましょう。また、注目されることで何が満たされるのでしょうか。それが満たさ

れているあなたは、その上でどんな存在で何を成し遂げたいのか、深い部分

とつながる事をお勧めします。
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あなたへアドバイス。より望ましい未来のために…。

＜意志の力で舵を取る＞

目に見えない力や自分の直感を強く信じて感覚的に行動するため、言動に

一貫性がなく、「何がしたいのかわからない人」と敬遠されやすい状態です。

実は自分自身でもよく分かっておらず、まるで舵を失った船のように感覚に

まかせて流されるだけになってしまいます。

船の舵は自分の意志です。自分は何をしたいのか、その実現のためには何

が必要なのかと、行動の目的と達成方法を意識して進まなければ、どこにも

たどり着くことはできず、得るものも少ないでしょう。意志の力は伸ばすことが

できます。

日ごろから小さなことでも目的や目標を決め、それを達成する習慣をつけま

しょう。始めはほんの些細なことでOKです。続けていくと、必ず自分に自信が

ついてきます。自分が本当にやりたい事も見えてくるでしょう。方向が定まり、

自分を信じて大きなチャレンジをするときこそ、見えない力や直観を活用す

るときなのです。

＜ありのままの自分を受け入れて今できることを着実に行う＞

「自分に全く自信がもてず、「もっとお金持ちの家に生まれていれば」とか

「もっと才能があれば」などと、空想の世界に浸りがちですが、残念ながらそ

の現実逃避からは何も生まれません。

現実から目を背けず、ありのままの自分に向き合ってみましょう。他人と比べ

て一喜一憂するのは不毛なことです。また、自分で作り出した理想の姿を、

自分にダメ出しする基準にして自己価値を下げるのでは意味がありません。

理想の自分像は、そこに向かって意欲的に進んでいくためにあるのです。

「自分は駄目だ」と思う気持ちを感じても、逃げる代わりに「それでも自分は

価値ある存在だ」ということを思い出しましょう。できない自分、駄目な自分

に居場所をあたえてあげると、自然と肩の力が抜けて余裕が生まれ、そこか

ら自己受容が始まります。その上で、自分の強みに目を向けて、今の自分に

できることを着実に行ってくと、人と比べずに自信を持てるようになっていきま

す。

＜憶測の眼鏡をはずして、そのままの相手をみる＞

普段から勝手な憶測で「あの人は怖い人に違いない」などと決とめつけて近

づかなかったり、新しい環境や人との出会いでは、猜疑心をもってを見てしま

い、親しく交わることができません。憶測と猜疑心の眼鏡をかけて世の中を

見ているような状態です。相手が自分にとってどんな人なのか分かるために

は、実際にその人と話し、行動を共にする以外に方法はありません。また、

人はあなたが思っているほど人のことを気にしておらず、ましてや危害を与え

ようなどとは思っていないので、今よりずっと安心して大丈夫です。

これらは不安が原因ですが、まずはそのことを認めて不安に居場所をつくり

ましょう。その上で、「この人はどんな人だろう」「何が好きなのだろう」と、相

手に好奇心を向けると、自然な会話が生まれてきます。

また、自分は人見知りで、新しい場に慣れるのに時間がかかることなどを周

囲に伝えると、意外なほど親切に協力してくれたりするものです。

＜人と交流する機会を増やす＞

人と付き合うことに苦手意識や不安感があり、なるべく一人でいようとしま

す。そのため世界が広がらず、成長の機会も少ない状態です。世界が狭く、

成長もせず、それが自信のなさに繋がって、さらに不安や苦手意識を掻き

立て、人と会うのが苦痛になるというループから脱する事ができなくなってし

まいます。

このループから一歩踏み出すために、自分の興味関心のある事や好きなこ

とを、話せそうな人から話してみましょう。人間心理には「自己開示の返報

性」という法則があり、自分のプライベートなことを飾ることなく相手に話せば

話すほど、相手から好意を持たれますし、意外と近くに共通の趣味の人がい

たりするものです。また、趣味のサークルや講座などに参加し、好きなことを

深めながら共通の話題のある新しい人と接してゆくのも楽しいものです。こう

した経験を少しずつ積み重ねることで、苦手意識が薄れてゆき、人と親しく

交流できるようになっていくでしょう。

＜現実世界のTPOに合った言動を心がける＞

目に見えない力を強く信じ、独自の解釈で物事を捉えるため、自分の世界

での神秘的な体験を真実として語るなど、周囲の人には理解できない行動

で驚かせてしまう事もあります。あなたにとっては真実でも、相手や周囲にど

んなインパクトを与えるのかに配慮しましょう。今いる社会で常識とされてい

ることや、どんな場で、どういう人たちに話すのか、など、現実社会のTPOに

合った言動を心がけると、無用のトラブルを避けることができるでしょう。ま

た、自分のアイデアや考えを伝える時には、相手が理解しやすいように伝え

ることも大切です。一方的だったり、抽象的すぎる話しは受け取りにくいため、

相手の状況や状態に合わせた言葉を選び、できるだけ筋道のある具体的な

話しができるように練習してみるとよいでしょう。

＜現実を見据え、具体的に行動する＞

観念的で妄想に近いような理想のユートピアの中に住んでいるようで、非現

実的な神秘主義と、現実との際に立っているようでもあります。例えば「世界

平和」などの理想を思い描いていても、風船のようにフワフワと漂っていて、

地に足の着いた現実感がありません。このままではいつまでたってもあなたの

望む世界は現実のなかで実現せず、とても残念なことです。

夢や理想を現実の世界で実現するためには、冷静な現状認識と、実現に

向けた具体性が必要です。例えば「世界平和」であれば、ただ平和を願い夢

見るだけでなく、現実世界の状況はどうなっているのか、ゴールに向かって、

具体的にどんな活動が必要なのか、その中で「自分が【今】できることは何な

のか？」筋道立てて、現実的に考えていく必要があります。そして小さな事か

らでも行動を起こし、チャレンジし続けることで大きな夢が現実になっていくで

しょう。
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ACTUSディスカバリー
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あなたへアドバイス。こころの安定のために・・・。

＜タイミングよくチャンスをつかむ＞

「新しい刺激に向かって今すぐ行動したい！」という情動がとても強く、そのた

めとても活動的です。タイミングを逃さず好機をつかみ、自分やチームの可

能性を広げる力をもっています。一方、黙々と作業する事には強い息苦しさ

を感じますが、その作業は何のためにしているのか、それをやることが何に繋

がるのかといった、作業の意義を見出すことで、やりがいを感じられるでしょ

う。

＜既成概念にとらわれない＞

「新しいことを自由にやりたい！」という情動を、とても強く感じます。既成概

念に縛られることなく自由に行動する力は、組織や社会に革新を起こす原

動力にもなるでしょう。厳粛に規則に従うことが必要な場合、強い束縛を感

じますが、なぜそのルールが必要なのか深く考え、意義の捉え直しができる

と視座が上がるでしょう。

＜未来を切り開く＞

「未来にワクワクする」情動を強く感じます。そのため新しく創造的なアイデア

で、未来を切り開くことがとても好きです。一方で、過去の掘り下げや、事実

だけを扱う場合、全くやる気が起きなかったりしますが、『未来を切り開くため

にどう活用できるか』と問う事で、意義を見出し、やる気に繋がるでしょう。

＜バイタリティがある＞

疲労やストレスを感じにくいため、精神的にタフで、少々のことにはへこたれ

ずに突き進んでいく力強さがあります。バイタリティ溢れる言動は周囲にも活

力を与え、ここ一番のときに頼もしい存在となるでしょう。時にはペース配分

を考えたり、周囲をよく見たりして周りと歩調を合わせるなど、エネルギーを

効果的に使いましょう。

＜スピーディな活動＞

「考える暇があったらまず動きたい！」という情動が強く沸くため、すぐに着手

し、色々試しながら進んでいくことを好みます。スピーディな行動が求められ

る場面では、自然に力を発揮できるでしょう。行動による影響に視野を広

げ、失敗から学ぶことを心がけると、自己成長につながります。

＜大胆な行動＞

「大丈夫！できるできる！」という情動が強く沸き、周囲が驚くような大胆な

行動をします。既成概念や硬直した状況に風穴を開ける力となりますし、大

きなチャレンジは自己成長にも繋がります。慎重さを求められると窮屈に感

じますが、本当に大丈夫か吟味し、周囲を安心させることでより信頼と協力

を得ることができるでしょう。

＜人を引き付ける＞

「注目されたい、魅了したい！」という情動を強く感じ、多くの人が惹かれるよ

うな振る舞いができます。いつも大勢の中にいて強い影響力があります。

人と関わりが少なく、自己表現ができないと虚しさを感じますが、自分の力は

気づきにくいので、小さな行動でも意外と周囲に影響しているはずです。自

分の特徴をどう活かせるか考えてみましょう。

＜人を巻き込む／リーダーシップをとる＞

「人に影響したい！」という情動を強く感じるため、リーダーとして多くの人を

巻き込んでいけます。組織のヴィジョンなど、とても雄弁に感情豊かに表現

するため、情熱的で人間味のあるリーダーという印象です。話しに誇張がな

いか、事実に即しているかなどに気を付けながら、持ち前のリーダーシップを

発揮していきましょう。

＜人が好き・人情深い＞

「人と接したい！関わりたい！」という情動を強く感じる人情家です。思いやり

深く親身に相手に接するため、周りを温かく協調的な雰囲気にするでしょう。

機械的な対応が必要な場面や、相手の顔が見えない中では寂しさや物足り

なさを感じますが、『相手を人としてみる』ことが自然とできるため、その場に

人間的な温かみを与えるでしょう。

＜気が散る・優先順位が苦手＞

いつも最新のものにパッと興味が移るので、優先順位をつけるのがとても苦

手です。物事を達成するために優先順位はとても重要です。優先順位付け

が得意な人と、話しながら整理するのも有効です。いつも目的を意識し、そ

れに沿って『重要なことは何か』を考え、整理する習慣をつけましょう。

＜飽きっぽい・慢性的な刺激を求める＞

新しいものに飛びつきやすいので、飽きっぽく、いつも強い刺激を求めるよう

な言動をしがちです。いつも目的を意識し、『今やりたい、興味があると感じ

たことは、本来の目的に沿っているか』を確認する習慣や、目的達成のため

に必要なことを少しずつでも継続する習慣をつけましょう。場合によっては、

飲酒やギャンブルなどで過度な刺激を求める衝動が沸く場合もあります。そ

の場合には、ためらわず早めに専門家にアドバイスを受けましょう。

＜衝動買いや誘惑に弱い＞

新製品や広告の誘惑に弱く、不必要なものを衝動的に買ってしまったりしま

す。「欲しい！」という衝動が沸いたら一旦時間を置き、冷静になって本当に

適切な買い物か判断しましょう。目的に向かう事を阻害する誘惑も同様に、

一旦時間を置き、冷静に判断することを少しずつでも重ねる事で、克己心

や心の筋力もより強固になっていきます。

＜無計画で見切り発車＞

「大丈夫！すぐやりたい！」という衝動が沸きやすく、計画も立てず安易に行

動しがち。同じ失敗を何度も繰り返してしまうこともあります。一度立ち止ま

り、行動の影響をよく吟味しましょう。計画性のある人に助言を求めるのも有

効です。

＜思い違いが多く、言動がアバウト＞

楽観的で「ま、いいか」という情動が強く沸きやすいため、吟味が甘く、早合

点で思い違いが多くなります。言動が大ざっぱで、話が大げさになりやすく、

時間もルーズになります。表現が抽象的すぎたり、大げさすぎないか注意し

ましょう。早飲み込みや思い違いをしていないか、立ち止まって振返りましょ

う。吟味が得意な人に助言やサポートを求めるのも有効です。

＜疲れに鈍感＞

疲労やストレスを感じにくく、限界まで頑張る傾向があり、気付いたときにはダ

ウン！といったことが起きます。周囲の人にも自分と同じタフさを要求して当

たり前と感じてしまいがちです。「少し疲れたけどまだいける」、と感じた時は

休養のサインです。自分の基準を他者に当てはめず、心身を大切にする心

構えと習慣を身に付けましょう。

＜おせっかい・過剰な関わり＞

「人と関わりたい、役に立ちたい！」という情動が強く沸くため、過剰に関わ

り、『おせっかい』というレッテルを貼られることも。自分の思い込みや衝動だ

けでなく、本当に相手が求めている距離感や内容は何か、客観的に見る癖

をつけましょう。必要であれば相手に自分の関わりについて率直に意見を聞

いてみるのも有効です。

＜情にながされる＞

人に泣きつかれたりすると「かわいそうだな」という情動が強く沸きやすく、冷

静さが必要な時にも情に流されがちです。相手を思いやる気持ちは大切で

すが、情だけでは適切な意思決定はできません。必要であれば決定は後日

にするなど、冷静になってから吟味しましょう。また客観的に合理的な判断

ができる人に助言を求めるのも有効です。

＜注目されないとやる気が起きない＞

「人に注目をされたい！」という情動が強く、それが叶わないと全くやる気が

起きなくなります。本当に達成したいこと、行動の目的は何かをいつも意識し

ましょう。また、注目されることで何が満たされるのでしょうか。それが満たさ

れているあなたは、その上でどんな存在で何を成し遂げたいのか、深い部分

とつながる事をお勧めします。
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情動パターンタイプの活かし方 陥りやすいクセへの対処法
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あなたへアドバイス。より望ましい未来のために…。

＜意志の力で舵を取る＞

目に見えない力や自分の直感を強く信じて感覚的に行動するため、言動に

一貫性がなく、「何がしたいのかわからない人」と敬遠されやすい状態です。

実は自分自身でもよく分かっておらず、まるで舵を失った船のように感覚に

まかせて流されるだけになってしまいます。

船の舵は自分の意志です。自分は何をしたいのか、その実現のためには何

が必要なのかと、行動の目的と達成方法を意識して進まなければ、どこにも

たどり着くことはできず、得るものも少ないでしょう。意志の力は伸ばすことが

できます。

日ごろから小さなことでも目的や目標を決め、それを達成する習慣をつけま

しょう。始めはほんの些細なことでOKです。続けていくと、必ず自分に自信が

ついてきます。自分が本当にやりたい事も見えてくるでしょう。方向が定まり、

自分を信じて大きなチャレンジをするときこそ、見えない力や直観を活用す

るときなのです。

＜ありのままの自分を受け入れて今できることを着実に行う＞

「自分に全く自信がもてず、「もっとお金持ちの家に生まれていれば」とか

「もっと才能があれば」などと、空想の世界に浸りがちですが、残念ながらそ

の現実逃避からは何も生まれません。

現実から目を背けず、ありのままの自分に向き合ってみましょう。他人と比べ

て一喜一憂するのは不毛なことです。また、自分で作り出した理想の姿を、

自分にダメ出しする基準にして自己価値を下げるのでは意味がありません。

理想の自分像は、そこに向かって意欲的に進んでいくためにあるのです。

「自分は駄目だ」と思う気持ちを感じても、逃げる代わりに「それでも自分は

価値ある存在だ」ということを思い出しましょう。できない自分、駄目な自分

に居場所をあたえてあげると、自然と肩の力が抜けて余裕が生まれ、そこか

ら自己受容が始まります。その上で、自分の強みに目を向けて、今の自分に

できることを着実に行ってくと、人と比べずに自信を持てるようになっていきま

す。

＜憶測の眼鏡をはずして、そのままの相手をみる＞

普段から勝手な憶測で「あの人は怖い人に違いない」などと決とめつけて近

づかなかったり、新しい環境や人との出会いでは、猜疑心をもってを見てしま

い、親しく交わることができません。憶測と猜疑心の眼鏡をかけて世の中を

見ているような状態です。相手が自分にとってどんな人なのか分かるために

は、実際にその人と話し、行動を共にする以外に方法はありません。また、

人はあなたが思っているほど人のことを気にしておらず、ましてや危害を与え

ようなどとは思っていないので、今よりずっと安心して大丈夫です。

これらは不安が原因ですが、まずはそのことを認めて不安に居場所をつくり

ましょう。その上で、「この人はどんな人だろう」「何が好きなのだろう」と、相

手に好奇心を向けると、自然な会話が生まれてきます。

また、自分は人見知りで、新しい場に慣れるのに時間がかかることなどを周

囲に伝えると、意外なほど親切に協力してくれたりするものです。

＜人と交流する機会を増やす＞

人と付き合うことに苦手意識や不安感があり、なるべく一人でいようとしま

す。そのため世界が広がらず、成長の機会も少ない状態です。世界が狭く、

成長もせず、それが自信のなさに繋がって、さらに不安や苦手意識を掻き

立て、人と会うのが苦痛になるというループから脱する事ができなくなってし

まいます。

このループから一歩踏み出すために、自分の興味関心のある事や好きなこ

とを、話せそうな人から話してみましょう。人間心理には「自己開示の返報

性」という法則があり、自分のプライベートなことを飾ることなく相手に話せば

話すほど、相手から好意を持たれますし、意外と近くに共通の趣味の人がい

たりするものです。また、趣味のサークルや講座などに参加し、好きなことを

深めながら共通の話題のある新しい人と接してゆくのも楽しいものです。こう

した経験を少しずつ積み重ねることで、苦手意識が薄れてゆき、人と親しく

交流できるようになっていくでしょう。

＜現実世界のTPOに合った言動を心がける＞

目に見えない力を強く信じ、独自の解釈で物事を捉えるため、自分の世界

での神秘的な体験を真実として語るなど、周囲の人には理解できない行動

で驚かせてしまう事もあります。あなたにとっては真実でも、相手や周囲にど

んなインパクトを与えるのかに配慮しましょう。今いる社会で常識とされてい

ることや、どんな場で、どういう人たちに話すのか、など、現実社会のTPOに

合った言動を心がけると、無用のトラブルを避けることができるでしょう。ま

た、自分のアイデアや考えを伝える時には、相手が理解しやすいように伝え

ることも大切です。一方的だったり、抽象的すぎる話しは受け取りにくいため、

相手の状況や状態に合わせた言葉を選び、できるだけ筋道のある具体的な

話しができるように練習してみるとよいでしょう。

＜現実を見据え、具体的に行動する＞

観念的で妄想に近いような理想のユートピアの中に住んでいるようで、非現

実的な神秘主義と、現実との際に立っているようでもあります。例えば「世界

平和」などの理想を思い描いていても、風船のようにフワフワと漂っていて、

地に足の着いた現実感がありません。このままではいつまでたってもあなたの

望む世界は現実のなかで実現せず、とても残念なことです。

夢や理想を現実の世界で実現するためには、冷静な現状認識と、実現に

向けた具体性が必要です。例えば「世界平和」であれば、ただ平和を願い夢

見るだけでなく、現実世界の状況はどうなっているのか、ゴールに向かって、

具体的にどんな活動が必要なのか、その中で「自分が【今】できることは何な

のか？」筋道立てて、現実的に考えていく必要があります。そして小さな事か

らでも行動を起こし、チャレンジし続けることで大きな夢が現実になっていくで

しょう。
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あなたのメインのタイプは情熱家で、
サブのタイプは、冒険家です.

あなたのタイプは成熟です.
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成熟状態

今の状態は、人格者として成熟した状態と言えます。この状態は、自

他の二元論を離れ、俯瞰して世界を見ることができ、思慮深く、成熟

した行動をとると同時に、既成概念を超えた創造性も発揮できます。

自他を超えた、より大きなもののために行動できるため、深い喜び、愛

情、希望などの気持ちを体験することが多いでしょう。

不測の事態にも柳のようにしなやかに対応していける状態です。

いつも高い目標を持ち、それに向かって強い意志で努力するタイプで

す。自分を常に信じているので、困難な問題が起こった時にも、自分

から進んで克服しようとします。先頭に立ってものごとを進めていく方で

あり、自分が思い描くことは実現できるという自信を持ってもいます。ま

たとても広い心の持ち主で、他者の立場や権利を重んじようとする姿

勢も強いです。自分と違う考えや価値観を持っている人でも受け入れ

て、好きになることができます。他者が抱えている問題の解決にも、進

んで親切に援助をするタイプ。自分の成功もさることながら、組織の共

通の目標達成に向かって努力しようとする。自分の人生に満足し、周

囲の環境へも溶け込んでいて、周りの人には、人生に「達観」している

といった印象を与えることもあります。

これは「今」の「状態」で、心の筋力は変化します。

この状態を維持していけるようにP２のアドバイスなどを参考にしてみて

ください。

情熱家をメインタイプに持つ人は、集団の中で派手で目立つタイプと

いう印象を与えます。人に影響を与えることが喜びの原動力になるこ

とが多く、文字通り、情熱的に活発に行動し、人や周りを巻き込んでし

まいます。自然とリーダーシップを発揮していることが多いといえます。

また、未来志向で、そのフットワークを活かして自由に新しいことに挑

戦していくことが多いでしょう。

刺激に対して自分から進んでアプローチしていこうとする傾向がとても

強いです。体を動かし、常に刺激や興奮を求めます。もっと他に方法

がないかを考え、より良い方法を追求していきます。感じていることを

ストレートに言動に出すといった、直感やその時の気分で行動する傾

向が見られます。決断は非常に早いです。良くも悪くも話を誇張し、大

げさに話すことが得意です。秩序立ててものごとを進めるのは苦手で

あり、決まりごとを窮屈に感じてしまうこともあります。経験したことのな

い環境にあっても、比較的落ち着いていて、緊張することや気が動転

することはあまりありません。どちらかというと楽観的な考え方をして、

時にこれが無茶な行動につながってしまうこともあります。厳しい状況

に直面しても、弱気になったりあきらめたりしてしまうことは少なく、前に

進もうとします。周囲の人とはできれば本音で話がしたい、というタイプ

で、時に情にもろいところを見せたりします。ものごとを進める時に人に

依存してしまうこともあります。

冒険家をサブタイプに持つ人は、自分のアイデア実現に向けて、何者

にも縛られずに行動したい気持ちが沸く事があります。人の表情を読

むのは得意ですが、協同作業が苦手で、ルールを無視したり、スリル

に向かって危険な方に行きたくなることもあるでしょう。

HCC太郎様の診断結果

メイン：情熱家
サブ：冒険家
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パーソナリティ診断ツールACTUS by PSAは、米国精神疾患診断統計マニュアル:DSMに準拠した精神医学ベースのパーソナリティ診断です。生まれ持った個性である「情動パ

ターンタイプ」と、それを望ましく活用するための「今の心の筋力の状態」の２つを明確に分けて見える化することで自己理解を深めるとともに、より望ましい未来に進むための羅針

盤として活用いただくためのツールです。

あなたのパーソナリティ

情動パターンのタイプ遺伝的な

人にはそれぞれ遺伝的に生まれもった脳の情動（感情）パターンがあります。それ

を8つのタイプに分類し、その内ここでは傾向のの強い上位２つを表示しています。

（円グラフ）各タイプに優劣はなく、活かしていくべき大切な個性です。

心の筋力の状態経験的な

”心の筋力”は環境や経験によって変化・成⾧・成熟します。

ここでは受検時現在の状態をグラフ外側に広がる円の大きさで示しており、

「組織的」あるいは「成熟した」状態を目指します。

心の筋力を高める事は、人生の生きやすさや満足度の高さに繋がります。

P.1

情動パターンのタイプ 心の筋力の状態

情熱家タイプ 生真面目タイプ

理想家タイプ 慎重家タイプ

芸術家タイプ 完全主義タイプ

冒険家タイプ 孤高人タイプ

成熟の輪

PSA出力結果「ACTUS」 Page No.1 の解説

〔情動パターンのタイプ〕

真ん中の円グラフには、自分の中にある

８タイプの割合があらわされ、その上位

２つがメインタイプ、サブタイプとして

記載されています。

〔成熟の輪〕

真ん中の円グラフ外側の薄い水色の輪は、「成熟

状態」を表しています。「成熟」ならば、輪が 円

いっぱいまで広がっています。それ以外の場合に

は、成長の余地が白地になっています。

〔あなたのパーソナリティ

情動パターンのタイプ〕

情動パターンの概要説明の後にメイン、

サブ２つのタイプの特徴が解説されています。

〔あなたのパーソナリティ

心の筋力の状態〕

心の筋力の状態の概要説明の後に、

今の状態についての特徴が解説されています。

PSAパーソナリティ診断／ACTUSインクワイアリ―解説①
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あなたへアドバイス。より望ましい未来のために…。

＜意志の力で舵を取る＞

目に見えない力や自分の直感を強く信じて感覚的に行動するため、言動に

一貫性がなく、「何がしたいのかわからない人」と敬遠されやすい状態です。

実は自分自身でもよく分かっておらず、まるで舵を失った船のように感覚に

まかせて流されるだけになってしまいます。

船の舵は自分の意志です。自分は何をしたいのか、その実現のためには何

が必要なのかと、行動の目的と達成方法を意識して進まなければ、どこにも

たどり着くことはできず、得るものも少ないでしょう。意志の力は伸ばすことが

できます。

日ごろから小さなことでも目的や目標を決め、それを達成する習慣をつけま

しょう。始めはほんの些細なことでOKです。続けていくと、必ず自分に自信が

ついてきます。自分が本当にやりたい事も見えてくるでしょう。方向が定まり、

自分を信じて大きなチャレンジをするときこそ、見えない力や直観を活用す

るときなのです。

＜ありのままの自分を受け入れて今できることを着実に行う＞

「自分に全く自信がもてず、「もっとお金持ちの家に生まれていれば」とか

「もっと才能があれば」などと、空想の世界に浸りがちですが、残念ながらそ

の現実逃避からは何も生まれません。

現実から目を背けず、ありのままの自分に向き合ってみましょう。他人と比べ

て一喜一憂するのは不毛なことです。また、自分で作り出した理想の姿を、

自分にダメ出しする基準にして自己価値を下げるのでは意味がありません。

理想の自分像は、そこに向かって意欲的に進んでいくためにあるのです。

「自分は駄目だ」と思う気持ちを感じても、逃げる代わりに「それでも自分は

価値ある存在だ」ということを思い出しましょう。できない自分、駄目な自分

に居場所をあたえてあげると、自然と肩の力が抜けて余裕が生まれ、そこか

ら自己受容が始まります。その上で、自分の強みに目を向けて、今の自分に

できることを着実に行ってくと、人と比べずに自信を持てるようになっていきま

す。

＜憶測の眼鏡をはずして、そのままの相手をみる＞

普段から勝手な憶測で「あの人は怖い人に違いない」などと決とめつけて近

づかなかったり、新しい環境や人との出会いでは、猜疑心をもってを見てしま

い、親しく交わることができません。憶測と猜疑心の眼鏡をかけて世の中を

見ているような状態です。相手が自分にとってどんな人なのか分かるために

は、実際にその人と話し、行動を共にする以外に方法はありません。また、

人はあなたが思っているほど人のことを気にしておらず、ましてや危害を与え

ようなどとは思っていないので、今よりずっと安心して大丈夫です。

これらは不安が原因ですが、まずはそのことを認めて不安に居場所をつくり

ましょう。その上で、「この人はどんな人だろう」「何が好きなのだろう」と、相

手に好奇心を向けると、自然な会話が生まれてきます。

また、自分は人見知りで、新しい場に慣れるのに時間がかかることなどを周

囲に伝えると、意外なほど親切に協力してくれたりするものです。

＜人と交流する機会を増やす＞

人と付き合うことに苦手意識や不安感があり、なるべく一人でいようとしま

す。そのため世界が広がらず、成長の機会も少ない状態です。世界が狭く、

成長もせず、それが自信のなさに繋がって、さらに不安や苦手意識を掻き

立て、人と会うのが苦痛になるというループから脱する事ができなくなってし

まいます。

このループから一歩踏み出すために、自分の興味関心のある事や好きなこ

とを、話せそうな人から話してみましょう。人間心理には「自己開示の返報

性」という法則があり、自分のプライベートなことを飾ることなく相手に話せば

話すほど、相手から好意を持たれますし、意外と近くに共通の趣味の人がい

たりするものです。また、趣味のサークルや講座などに参加し、好きなことを

深めながら共通の話題のある新しい人と接してゆくのも楽しいものです。こう

した経験を少しずつ積み重ねることで、苦手意識が薄れてゆき、人と親しく

交流できるようになっていくでしょう。

＜現実世界のTPOに合った言動を心がける＞

目に見えない力を強く信じ、独自の解釈で物事を捉えるため、自分の世界

での神秘的な体験を真実として語るなど、周囲の人には理解できない行動

で驚かせてしまう事もあります。あなたにとっては真実でも、相手や周囲にど

んなインパクトを与えるのかに配慮しましょう。今いる社会で常識とされてい

ることや、どんな場で、どういう人たちに話すのか、など、現実社会のTPOに

合った言動を心がけると、無用のトラブルを避けることができるでしょう。ま

た、自分のアイデアや考えを伝える時には、相手が理解しやすいように伝え

ることも大切です。一方的だったり、抽象的すぎる話しは受け取りにくいため、

相手の状況や状態に合わせた言葉を選び、できるだけ筋道のある具体的な

話しができるように練習してみるとよいでしょう。

＜現実を見据え、具体的に行動する＞

観念的で妄想に近いような理想のユートピアの中に住んでいるようで、非現

実的な神秘主義と、現実との際に立っているようでもあります。例えば「世界

平和」などの理想を思い描いていても、風船のようにフワフワと漂っていて、

地に足の着いた現実感がありません。このままではいつまでたってもあなたの

望む世界は現実のなかで実現せず、とても残念なことです。

夢や理想を現実の世界で実現するためには、冷静な現状認識と、実現に

向けた具体性が必要です。例えば「世界平和」であれば、ただ平和を願い夢

見るだけでなく、現実世界の状況はどうなっているのか、ゴールに向かって、

具体的にどんな活動が必要なのか、その中で「自分が【今】できることは何な

のか？」筋道立てて、現実的に考えていく必要があります。そして小さな事か

らでも行動を起こし、チャレンジし続けることで大きな夢が現実になっていくで

しょう。
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心の筋力を上げて成熟に近づくための

（または成熟を維持するための）アドバイス1

心の筋力を上げて成熟に近づくための

（または成熟を維持するための）アドバイス2

専門学校〇〇〇〇   HCC太郎様　2018/12/10

あなたへアドバイス。こころの安定のために・・・。

＜タイミングよくチャンスをつかむ＞

「新しい刺激に向かって今すぐ行動したい！」という情動がとても強く、そのた

めとても活動的です。タイミングを逃さず好機をつかみ、自分やチームの可

能性を広げる力をもっています。一方、黙々と作業する事には強い息苦しさ

を感じますが、その作業は何のためにしているのか、それをやることが何に繋

がるのかといった、作業の意義を見出すことで、やりがいを感じられるでしょ

う。

＜既成概念にとらわれない＞

「新しいことを自由にやりたい！」という情動を、とても強く感じます。既成概

念に縛られることなく自由に行動する力は、組織や社会に革新を起こす原

動力にもなるでしょう。厳粛に規則に従うことが必要な場合、強い束縛を感

じますが、なぜそのルールが必要なのか深く考え、意義の捉え直しができる

と視座が上がるでしょう。

＜未来を切り開く＞

「未来にワクワクする」情動を強く感じます。そのため新しく創造的なアイデア

で、未来を切り開くことがとても好きです。一方で、過去の掘り下げや、事実

だけを扱う場合、全くやる気が起きなかったりしますが、『未来を切り開くため

にどう活用できるか』と問う事で、意義を見出し、やる気に繋がるでしょう。

＜バイタリティがある＞

疲労やストレスを感じにくいため、精神的にタフで、少々のことにはへこたれ

ずに突き進んでいく力強さがあります。バイタリティ溢れる言動は周囲にも活

力を与え、ここ一番のときに頼もしい存在となるでしょう。時にはペース配分

を考えたり、周囲をよく見たりして周りと歩調を合わせるなど、エネルギーを

効果的に使いましょう。

＜スピーディな活動＞

「考える暇があったらまず動きたい！」という情動が強く沸くため、すぐに着手

し、色々試しながら進んでいくことを好みます。スピーディな行動が求められ

る場面では、自然に力を発揮できるでしょう。行動による影響に視野を広

げ、失敗から学ぶことを心がけると、自己成長につながります。

＜大胆な行動＞

「大丈夫！できるできる！」という情動が強く沸き、周囲が驚くような大胆な

行動をします。既成概念や硬直した状況に風穴を開ける力となりますし、大

きなチャレンジは自己成長にも繋がります。慎重さを求められると窮屈に感

じますが、本当に大丈夫か吟味し、周囲を安心させることでより信頼と協力

を得ることができるでしょう。

＜人を引き付ける＞

「注目されたい、魅了したい！」という情動を強く感じ、多くの人が惹かれるよ

うな振る舞いができます。いつも大勢の中にいて強い影響力があります。

人と関わりが少なく、自己表現ができないと虚しさを感じますが、自分の力は

気づきにくいので、小さな行動でも意外と周囲に影響しているはずです。自

分の特徴をどう活かせるか考えてみましょう。

＜人を巻き込む／リーダーシップをとる＞

「人に影響したい！」という情動を強く感じるため、リーダーとして多くの人を

巻き込んでいけます。組織のヴィジョンなど、とても雄弁に感情豊かに表現

するため、情熱的で人間味のあるリーダーという印象です。話しに誇張がな

いか、事実に即しているかなどに気を付けながら、持ち前のリーダーシップを

発揮していきましょう。

＜人が好き・人情深い＞

「人と接したい！関わりたい！」という情動を強く感じる人情家です。思いやり

深く親身に相手に接するため、周りを温かく協調的な雰囲気にするでしょう。

機械的な対応が必要な場面や、相手の顔が見えない中では寂しさや物足り

なさを感じますが、『相手を人としてみる』ことが自然とできるため、その場に

人間的な温かみを与えるでしょう。

＜気が散る・優先順位が苦手＞

いつも最新のものにパッと興味が移るので、優先順位をつけるのがとても苦

手です。物事を達成するために優先順位はとても重要です。優先順位付け

が得意な人と、話しながら整理するのも有効です。いつも目的を意識し、そ

れに沿って『重要なことは何か』を考え、整理する習慣をつけましょう。

＜飽きっぽい・慢性的な刺激を求める＞

新しいものに飛びつきやすいので、飽きっぽく、いつも強い刺激を求めるよう

な言動をしがちです。いつも目的を意識し、『今やりたい、興味があると感じ

たことは、本来の目的に沿っているか』を確認する習慣や、目的達成のため

に必要なことを少しずつでも継続する習慣をつけましょう。場合によっては、

飲酒やギャンブルなどで過度な刺激を求める衝動が沸く場合もあります。そ

の場合には、ためらわず早めに専門家にアドバイスを受けましょう。

＜衝動買いや誘惑に弱い＞

新製品や広告の誘惑に弱く、不必要なものを衝動的に買ってしまったりしま

す。「欲しい！」という衝動が沸いたら一旦時間を置き、冷静になって本当に

適切な買い物か判断しましょう。目的に向かう事を阻害する誘惑も同様に、

一旦時間を置き、冷静に判断することを少しずつでも重ねる事で、克己心

や心の筋力もより強固になっていきます。

＜無計画で見切り発車＞

「大丈夫！すぐやりたい！」という衝動が沸きやすく、計画も立てず安易に行

動しがち。同じ失敗を何度も繰り返してしまうこともあります。一度立ち止ま

り、行動の影響をよく吟味しましょう。計画性のある人に助言を求めるのも有

効です。

＜思い違いが多く、言動がアバウト＞

楽観的で「ま、いいか」という情動が強く沸きやすいため、吟味が甘く、早合

点で思い違いが多くなります。言動が大ざっぱで、話が大げさになりやすく、

時間もルーズになります。表現が抽象的すぎたり、大げさすぎないか注意し

ましょう。早飲み込みや思い違いをしていないか、立ち止まって振返りましょ

う。吟味が得意な人に助言やサポートを求めるのも有効です。

＜疲れに鈍感＞

疲労やストレスを感じにくく、限界まで頑張る傾向があり、気付いたときにはダ

ウン！といったことが起きます。周囲の人にも自分と同じタフさを要求して当

たり前と感じてしまいがちです。「少し疲れたけどまだいける」、と感じた時は

休養のサインです。自分の基準を他者に当てはめず、心身を大切にする心

構えと習慣を身に付けましょう。

＜おせっかい・過剰な関わり＞

「人と関わりたい、役に立ちたい！」という情動が強く沸くため、過剰に関わ

り、『おせっかい』というレッテルを貼られることも。自分の思い込みや衝動だ

けでなく、本当に相手が求めている距離感や内容は何か、客観的に見る癖

をつけましょう。必要であれば相手に自分の関わりについて率直に意見を聞

いてみるのも有効です。

＜情にながされる＞

人に泣きつかれたりすると「かわいそうだな」という情動が強く沸きやすく、冷

静さが必要な時にも情に流されがちです。相手を思いやる気持ちは大切で

すが、情だけでは適切な意思決定はできません。必要であれば決定は後日

にするなど、冷静になってから吟味しましょう。また客観的に合理的な判断

ができる人に助言を求めるのも有効です。

＜注目されないとやる気が起きない＞

「人に注目をされたい！」という情動が強く、それが叶わないと全くやる気が

起きなくなります。本当に達成したいこと、行動の目的は何かをいつも意識し

ましょう。また、注目されることで何が満たされるのでしょうか。それが満たさ

れているあなたは、その上でどんな存在で何を成し遂げたいのか、深い部分

とつながる事をお勧めします。
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情動パターンタイプの活かし方 陥りやすいクセへの対処法

〔情動パターンタイプの活かし方〕

メインの情動パターンについて、

活かし方のアドバイスが記載されています。

より具体的に、より納得性の高い活かし方が表

現されておりしっかり読み解くことにより、自

分の強み発揮方法をつかむことができます。

〔陥りやすい癖への対処法〕

メインの情動パターンについて、癖への対処法

のアドバイスが記載されています。人は、日常

のいろいろなところで躓くものです。その理由

がここにより詳細に書かれています。この内容

を読み解くことで、そんな躓きを回避し、より

豊かな人生を歩むことが可能となります。

〔心の筋力を上げて成熟に近づくためのアドバイス〕

今の「心の筋力の状態」について、陥りやすいパターンとその対処法や

成熟に近づくためのアドバイスが記載されています。

まずは、今の自分の状態をしっかりしることが大切です。

ここでは、まず、今の心の筋力の状態が表現されています。

さらに、どのように行動すれば、自分を成長させられるのか？そのため

の具体的なアドバイスが細かく記載されています。

そのアドバイスをヒントに、日々の行動にどうつなげていくかを

考えるためのヒントも加えられています。

PSA出力結果「ACTUS」 Page No.２～３ の解説

PSAパーソナリティ診断／ACTUSインクワイアリ―解説②
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〔情動パターンタイプの出現率〕

全国の2万人のデータを基に、情動パターンタイプの

それぞれの出現率を表しています。

受検者が、自分がどのタイプに当てはまるかを理解し

つつ、自分以外のタイプが世の中にはたくさんいると

いうことを理解し、自分との違いを受け入れ、他の人

を認めるということが人間関係を築く上でのベースと

なりますので、それぞれのタイプの特徴を簡潔に解説

しています。

〔心の筋力の成長・発達モデル〕

心の筋力の状態を、大人の発達理論に沿って、大きく5段階に

分け、受検者がいまどの段階の状態にいるのかを示しています。

段階を明確にし、その内容を示すことにより、自分が成熟に

至るためにどのような経験を積んでいけばよいのか、

その道筋を示しています。

その大きな道筋を描いた上で、P3のより具体的なアドバイスを

参考に日々意識的に行動することによって、成熟に向け、

自己を成長・発達させることに繋がります。

PSA出力結果「ACTUS」 Page４～５の解説

PSAパーソナリティ診断／ACTUSインクワイアリ―解説③
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PSAパーソナリティ診断／従量制商品料金表（税抜）

PSA受検料
※レポート利用の前提として必要

※マークシート受検は
＋500円＠1受検

PSAパーソナリティ診断 出力レポート 利用料

フルバージョン

心の筋力のみ
※過去に

フルバージョンを
受検済みの方のみ
受検が可能。

個人別レポート①
ACTUS Lite

(ライト）

個人別レポート②
ACTUS Details
（ディテール）

個人別レポート③
ACTUS Inquiry
（インクワイアリー）

個人別レポート④
ACTUS Discoverry
（ディスカバリー）

一覧レポート①
因子・行動特性
得点一覧

個人別
上司/部下組合せレポート

ルミエール

￥1000-
＠1受検

¥500
@1受検

¥0-
@1名

￥1000-
＠1名

￥4000-
＠1名

￥5000-
＠1名

￥1000-
＠1名（1レコード）

￥2000-
＠1ペア

■従量制商品 受検１名～人数に応じてご利用いただけます

■学習用商品

PSA 学習用商品 料金 内容

商
品
名

PSA学習用
動画コンテンツ

ACTUS読み解きワークショップ

￥15,000-
＠1アカウント/年

【視聴対象】
PSAパーソナリティ診断を受検し、個人別レポートACTUS自己探求が手元にある方。

【動画の目的】
動画での解説・ガイドに沿って自身のACTUSを読み解き、個人ワークをすることで、自己理解を深める。

PSA学習用
動画コンテンツ

プラクティショナー養成講座
【基礎・応用】

￥35,000-
＠1アカウント/年

【視聴対象】
PSA利用企業の人事や、コーチ・研修講師など、ACTUSを活用して

他者へのフィードバック・アドバイス等に携わる方。

【動画の目的】
PSAの背景理論、各タイプの特徴や関わり方、ACTUSの記載内容が意味するところなどを正しく理解し、

ACTUSを活用した他者へのアドバイス等を適切に行えるようになる。

PSAP資格取得用
動画コンテンツ

PSAプラクティショナー資格コース

￥50,000-
＠1アカウント/3ヶ月

【視聴対象】
PSA利用企業の人事や、コーチ・研修講師など、ACTUSを活用して

他者へのフィードバック・アドバイス等に携わる方で、認定資格の取得を希望される方

【動画の目的】
PSAの背景理論、各タイプの特徴や関わり方、ACTUSの記載内容が意味するところなどを正しく理解し、

ACTUSを活用した他者へのアドバイス等を適切に行える知識を持っていることを認定する。

ダイバーシティミーティング
認定ファシリテーター

養成トレーニングコース
（オンライン公開講座）

講座参加費
￥75,000-
＠1名

【参加対象】
PSA利用企業の人事や、コーチ・研修講師などでPSAプラクティショナー資格を有し、自組織内やクライアント先での

PSAを活用したダイバーシティミーティングのファシリテートを実施したい方

※詳細は別紙案内をご確認ください。

販売企業 株式会社イー・ブリッジC 開発企業 株式会社ヒューマン・キャピタル・コンサルティング
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■サブスクリプション（従量:受験料＋定額制商品）

販売企業 株式会社イー・ブリッジC 開発企業 株式会社ヒューマン・キャピタル・コンサルティング

料金

PSAパーソナリティ診断 出力レポートの種類
PSAパーソナリティ診断
コンサルティングサービス

個人別レポート①
ACTUS Lite

(ライト）

個人別レポート②
ACTUS Details
（ディテール）

個人別レポート③
ACTUS Inquiry
（インクワイアリー）

個人別レポート④
ACTUS

Discoverry
（ディスカバリー）

個人別面接用
質問ガイドレポート

ACTUS 
Interview

（インタビュー）

一覧レポート①
因子・行動特性
得点一覧

個人別
上司/部下組合せ

レポート
ルミエール

ペルソナ設計サービス
対象：

30名以上の組織で
5部門まで。

5部門を超える数の
ペルソナ設計は

別途追加料金をお見積り。

従
量
部
分

PSA受検料
（フル）

※以下のすべての商品の利用の前
提として必要となります。
※マークシート受検は

＋500円＠1受検となります。

￥1000-
＠1受検

PSA受検料
（心の筋力のみ）

※過去にPSAフルバージョンを
受検済みの方のみ受検が可能。

※マークシート受検は
＋500円＠1受検となります。

￥500-
＠1受検

定
額
部
分
商
品
名

採用サブスクリプション

※クラウド上の専用管理画面から
右記マークのついたレポートを

出力数制限なく随時閲覧・出力可

¥500,000-
＠1年間

●
（出力対象：応募者）

● ●
（出力対象：応募者）

●

教育サブスクリプション

※クラウド上の専用管理画面から
右記マークのついたレポートを

出力数制限なく随時閲覧・出力可
※スマホでの閲覧も可。

¥500,000-
＠1年間

● ● ●

人事サブスクリプション

※クラウド上の専用管理画面から
右記マークのついたレポートを

出力数制限なく随時閲覧・出力可

無料

※採用または教育
サブスクリプション
導入企業のみ対象。

※キャンペーン期間終了後
は料金改定。

●
（出力対象：従業員）

●
（出力対象：従業員）

PSAパーソナリティ診断／サブスクリプション料金表（税抜）
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PSAパーソナリティ診断／サブスク学習用商品料金表（税抜）

PSA 学習用商品 料金 内容

商
品
名

PSA学習用
動画コンテンツ

ACTUS読み解きワークショップ

サブスク導入初年度
1アカウント無料
次年度以降

￥15,000-
＠1アカウント/年

【視聴対象】
PSAパーソナリティ診断を受検し、個人別レポートACTUS自己探求が手元にある方。

【動画の目的】
動画での解説・ガイドに沿って自身のACTUSを読み解き、個人ワークをすることで、自己理解を深める。

PSA学習用
動画コンテンツ

プラクティショナー養成講座
【基礎・応用】

サブスク導入初年度
1アカウント無料

次年度以降
￥35,000-

＠1アカウント/年

【視聴対象】
PSA利用企業の人事や、コーチ・研修講師など、ACTUSを活用して

他者へのフィードバック・アドバイス等に携わる方。

【動画の目的】
PSAの背景理論、各タイプの特徴や関わり方、ACTUSの記載内容が意味するところなどを正しく理解し、

ACTUSを活用した他者へのアドバイス等を適切に行えるようになる。

PSAP資格取得用
動画コンテンツ

PSAプラクティショナー資格コース

￥50,000-
＠1アカウント/3ヶ月

【視聴対象】
PSA利用企業の人事や、コーチ・研修講師など、ACTUSを活用して

他者へのフィードバック・アドバイス等に携わる方で、
認定資格の取得を希望される方

【動画の目的】
PSAの背景理論、各タイプの特徴や関わり方、ACTUSの記載内容が意味するところなどを正しく理解し、

ACTUSを活用した他者へのアドバイス等を適切に行える知識を持っていることを認定する。

ダイバーシティミーティング
認定ファシリテーター

養成トレーニングコース
（オンライン講座）

講座参加費
￥75,000-
＠1名

【参加対象】
PSA利用企業の人事や、コーチ・研修講師などでPSAプラクティショナー資格を有し、自組織内やクライアント先での

PSAを活用したダイバーシティミーティングのファシリテートを実施したい方

※詳細は別紙案内をご確認ください。

■学習用商品（サブスクリプション利用の場合）

販売企業 株式会社イー・ブリッジC 開発企業 株式会社ヒューマン・キャピタル・コンサルティング
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PSAソリューション
研修・トレーニング
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階層別・目的別に合わせた、効果的な研修・トレーニング

28

組織開発プログラム 人材開発プログラム
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新入社員の早期育成・離職率の低減／新人FF ８時間

１ 研修の特徴

２ 研修で活用するフレーム

３ スケジュールとポイント（基本）

新入社員が自己理解・他者受容を通じて、社会人としての関係性構築を理解促進するための
『 PSAファウンデーション＆フォロワーシップ プログラム』

【 早期離職を防ぐポイント 】

【 科学的に「違いを可視化」】

【ACTUSインクワイアリー】

開始 終了
所要
時間

内容 受講者が得る知識・スキル

9:00 9:20 0:20
【アイスブレーク】
自己紹介＋「サイレントトーク」

コミュニケーション・認識のすれ違いを防ぐポイント
メラビアンの法則

9:20 9:25 0:05
【オリエンテーション】
今日の目的・流れ

9:25 9:40 0:15
【導入レクチャー】
「仕事で成果を出すための、成功循環モデル」

ダニエル・キムの成功循環モデルと、
関係の質・思考の質の重要性

9:40 10:10 0:30
【PSAレクチャー】
「精神医学・脳科学ベースのパーソナリティ理論を
知る」：他者を観察・理解する視点の獲得

①パーソナリティとは医学的に何か？
②脳機能と情動パターン・心の筋力
③変わりにくいパーソナリティ、変えられるパーソナリティ
④情動パターンによる先天的快・不快の感覚の違い

10:10 10:20 0:10 休憩

10:20 11:10 0:50
【自己探求ワーク①】
感情曲線と価値観キーワード

自分のモチベーションをUP・DOWNさせる、
価値判断の基準を言語化する

11:10 11:20 0:10 休憩

11:20 12:00 0:40
【自己探求ワーク②】
ACTUSインクワイアリー精読

自分の情動パターンがもたらす、
自分が自然にできること（強みの持ち味）と
自分がついしてしまう落とし穴（弱みの持ち味）

12:00 12:30 0:30
【他者理解ワーク】
チームで互いの個性の違いを知る

①自分と異なる情動パターンを持った他者の存在を知る
②異なる情動パターンの人はどう感じるのかを知る

12:30 13:30 1:00 昼食

13:30 14:00 0:30
【上司・先輩は選べない①】
苦手なタイプ イメージワーク

①誰にでも、コミュニケーションの取りにくい、感覚の違う
相手がいる

②自分にとって、コミュニケーションを取りにくい人のタイプを
言語化する

14:00 14:40 0:40
【上司・先輩は選べない②】
情動タイプの特徴と苦手な「情動タイプ」

①自分にとって、コミュニケーションを取りにくいタイプが、
どんな情動パターンを持った人か？知る
②その情動パターンの特徴・快/不快のポイントを知る

14:40 14:50 0:10 休憩

14:50 15:50 1:00
【苦手な上司・先輩でも良い関係を築くスキル】
苦手な情動タイプへの関りかた

情動パターンごとに、
「心地よく感じる関わり方」のパターンがあることを知る

15:50 16:00 0:10 休憩

16:00 17:00 1:00
【同期との関係を深める】
ハイポイントのストーリーテリングと
ポジティブフィードバック

①ひとにはそれぞれの持ち味があることを感じる
②言葉になっていない「らしさ」も感じ取れることを知る
③言語化したポジティブフィードバックの効果を知る

17:00 17:10 0:10 休憩

17:10 17:50 0:40
【職場での自己成長を考える】
自分らしさを活かす、自分らしさを育てる

①自分の持ち味を活かしやすい「役割」「状況」
「学び方」を言語化する

②自分が注意しないといけない成長ポイントを言語化する

17:50 18:00 0:10 チェックアウト 一日の学びの統合

自己成長の基盤作り×他者受容の基盤作り×上司・先輩へのフォロワーシップ

①自分の先天的な持ち味を言語化し、自己受容・自己基盤を作る
②快・不快の感覚が違う他者の存在を自覚・受容する
③苦手な相手とも良好な関係を作る「関わり方」の理解
④自己信頼・他者信頼の醸成
⑤自分の持ち味を活かして成長するための自己注意点を言語化する。

※ プログラム運営時間 ８時間

リアル推奨
オンライン可
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新入社員の早期育成・離職率の低減／新人ファンデ 3時間

１ 研修の特徴

自己成長の基盤作り×他者受容の基盤作り

①自分の先天的な持ち味を言語化し、 自己受容・自己基盤を作る
②快・不快の感覚が違う他者の存在を自覚・受容する
③自分の持ち味を活かして成長するための自己注意点を言語化する。

３ スケジュールとポイント（基本）

新入社員が自己理解・他社受容を通じて、社会人としての関係性構築を理解促進するための
ショートバージョン『 PSAファウンデーション プログラム』

【 科学的に「違いを可視化」】

【ACTUSインクワイアリー】

開始 終了
所要
時間 内容 受講者が得る知識・スキル

9:00 9:20 0:20 【アイスブレーク】
自己紹介＋「サイレントトーク」

コミュニケーション・認識のすれ違いを防ぐポイント
メラビアンの法則

9:20 9:25 0:05 【オリエンテーション】
今日の目的・流れ

9:25 9:40 0:15 【導入レクチャー】
「仕事で成果を出すための、成功循環モデル」

ダニエル・キムの成功循環モデルと、
関係の質・思考の質の重要性

9:40 10:10 0:30

【PSAレクチャー】
「精神医学・脳科学ベースのパーソナリティ理
論を知る」：他者を観察・理解する視点の獲
得

①パーソナリティとは医学的に何か？
②脳機能と情動パターン・心の筋力
③変わりにくいパーソナリティ、変えられるパーソナリティ
④情動パターンによる先天的快・不快の感覚の違い

10:10 10:20 0:10 休憩

10:10 10:55 0:45 【自己探求ワーク①】
感情曲線と価値観キーワード

自分のモチベーションをUP・DOWNさせる、
価値判断の基準を言語化する

10:55 11:25 0:30

【自己探求ワーク②】
ACTUSインクワイアリー精読

自分の情動パターンがもたらす、
自分が自然にできること（強みの持ち味）と
自分がついしてしまう落とし穴（弱みの持ち味）

【他者理解ワーク】
チームで互いの個性の違いを知る

①自分と異なる情動パターンを持った他者の存在を知る
②異なる情動パターンの人はどう感じるのかを知る

11:25 11:50 0:25 まとめレクチャー＆ワーク
【個人ワークとシェア】
個人ワーク10分 シェア10分

11:50 12:00 0:10 チェックアウト 一日の学びの統合

２ 研修で活用するフレーム

【 早期離職を防ぐポイント 】

※ プログラム運営時間 3時間

リアル推奨
オンライン可
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新入社員の早期育成・離職率の低減／新人オンボーディング

１ 研修の特徴

1回目（新人FF／２９ページ参照）
自己成長の基盤作り×他者受容の基盤作り×上司・先輩へのフォロワーシップ

①自分の先天的な持ち味を言語化し、自己受容・自己基盤を作る
②快・不快の感覚が違う他者の存在を自覚・受容する
③苦手な相手とも良好な関係を作る「関わり方」の理解
④自己信頼・他者信頼の醸成
⑤自分の持ち味を活かして成長するための自己注意点を言語化する。

2回目～6回目： 関係性の質の構築に注目！
２時間×５回のセッション（事前課題に基づく）

【職場の人間関係構築】
【事業理解と事業ロイヤリティの獲得】
【組織目的理解と所属組織ロイヤリティの獲得】
【成長実感の獲得】
【さらなる成長イメージと成長目標設定】

２ 研修で活用するフレーム

３ スケジュールとポイント（基本）

エンゲージメントの3大要素：「関係性」「貢献感」「成長感」の土台を築く
６か月継続コース『オンボーディングプログラム 』

各回アウトプットテーマ：アウトプットは配布フォーマットに言語化

関係の質

思考の質

行動の質

結果の質

・初めての人ばかり
・先輩たちは忙しい
・教わることが中心

・やらなければならない
・できるようにならなければならない

・どうしていいかわからない
・指示、指導されることの
連続

加えて、「生産性向上」圧力の中、
関係の質・思考の質を育む「時間」は削られている。

・仕事でできることは少ない。
・初めての連続。
・つき合う相手を選べない
環境への経験少ない。

・目的も目標もまだ抽象的、ボンヤリ。

／
注目
＼

プログラム運営時間

長期継続コース
初回（第１回）

8時間
＋

月1回×5回
第２～６回
各2時間

1回目
リアル

2～6回目
オンライン
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【ACTUSインクワイアリー】

１ 研修の特徴

自己探求・成長の基盤作り×他者受容の基盤作り× ×上司の関わり方

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）
③上司への関わり方シミュレーション

２ 研修で活用するフレーム

３ スケジュールとポイント

自己理解・他社受容を通じて、あたらしい職場環境に早く適応するための
『 PSAファウンデーション＆フォロワーシップ プログラム』

【早期離職を防ぐポイント】

【ルミエール】

【 科学的に「違いを可視化」】

中途社員の早期適応・離職率の低減／中途FF 4時間

開始 終了
所要
時間

内容 受講者が得る知識・スキル

13:00 13:20 0:20
【アイスブレーク】
自己紹介＋「サイレントトーク」

コミュニケーション・認識のすれ違いを防ぐポイント
メラビアンの法則

13:20 13:25 0:05
【オリエンテーション】
今日の目的・流れ

13:25 13:40 0:15
【導入レクチャー】
「仕事で成果を出すための、成功循環モデル」

ダニエル・キムの成功循環モデルと、
関係の質・思考の質の重要性

13:40 14:10 0:30
【PSAレクチャー】
「精神医学・脳科学ベースのパーソナリティ理論を
知る」：他者を観察・理解する視点の獲得

①パーソナリティとは医学的に何か？
②脳機能と情動パターン・心の筋力
③変わりにくいパーソナリティ、変えられるパーソナリティ
④情動パターンによる先天的快・不快の感覚の違い

14:10 14:20 0:10 休憩

14:20 15:00 0:40
【自己探求ワーク②】
ACTUSインクワイアリー精読

自分の情動パターンがもたらす、
自分が自然にできること（強みの持ち味）と
自分がついしてしまう落とし穴（弱みの持ち味）

15:00 15:30 0:30
【他者理解ワーク】
チームで互いの個性の違いを知る

①自分と異なる情動パターンを持った他者の存在を知る
②異なる情動パターンの人はどう感じるのかを知る

15:30 15:40 0:10 休憩

15:40 16:20 0:40
【苦手な上司・先輩でも良い関係を築くスキル】
情動パターン別関わり方のポイントを知る

情動パターンごとに、
「心地よく感じる関わり方」のパターンがあることを知る

16:20 16:40 0:20
【苦手な上司・先輩でも良い関係を築くスキル】
上司への関わり方ガイド「ルミエール」を読みこむ

上司の「気持ち良い」感覚を知り、報連相へ活かす

16:40 16:50 0:10
【職場での自己成長を考える】
自分らしさを活かす、自分らしさを育てる

①自分の持ち味を活かしやすい「役割」「状況」
「学び方」を言語化する

②自分が注意しないといけない成長ポイントを言語化する

16:50 17:00 0:10 チェックアウト 一日の学びの統合

※ プログラム運営時間 4時間

リアル推奨
オンライン可
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開始 終了
所要
時間

内容 受講者が得る知識・スキル

13:00 13:10 0:10 自己紹介・アイスブレイク 緊張緩和・オープンマインドな場の空気醸成

13:10 13:25 0:15
成長を促し、離職を防止するポイント
（レクチャー）

離職の原因と防止のポイント
サーバントリーダーシップ
成功循環モデル

13:25 13:45 0:20
【PSAレクチャー】
「精神医学・脳科学ベースのパーソナリティ理論を知
る」：他者を観察・理解する視点の獲得

①パーソナリティとは医学的に何か？
②脳機能と情動パターン・心の筋力
③変わりにくいパーソナリティ、変えられるパーソナリティ
④情動パターンによる先天的快・不快の感覚の違い

13:45 14:05 0:20
ACTUSを使用した自己理解・他者理解
（対話ワーク）

ACTUSへの共感・信頼の醸成
⇒確かに自分はこう感じる！こんなところがある！
⇒自分と他者は生まれながらにこんなに違う！という気づき

14:05 14:15 0:10 休憩

14:15 15:05 0:50
情動パターン別関わり方のポイント
（対話ワーク×レクチャー）

褒められ方ひとつで「感じ方」がこんなに違う！体感
⇒褒める・質問する・叱る・要望する際の
関わり方ポイントを知る

15:05 15:20 0:15 ACTUSを活用して部下の個性を知る
可視化されたレポートで、
部下の個性と自分の個性の違いを自覚する

15:20 15:30 0:10 休憩

15:30 16:20 0:50
情動パターン別/OJTサイクル別の
問いかけポイント・注意ポイント
（レクチャー×ワーク）

部下の情動パターンに即した、
やる気のスイッチが入りやすい関わり方を知る

16:20 17:00 0:40
ACTUS・ルミエールを活用した、
具体的な関わり方のシミュレーション
（個人ワーク×討議）

部下×上司の組み合わせ別
関わり方ガイド「ルミエール」をもとに、
自分が具体的にどう関わるか？を言語化する

部下への関わり方の理解／関わり方検討会４時間

メンバーグリップ力を高めて、個性に応じたOJT育成スキル習得で早期育成を実現する！
『配属メンバーへの PSA 関わり方検討会 プログラム 』

【ACTUSインクワイアリー】

１ 研修の特徴

自己探求・成長の基盤作り×他者受容の基盤作り× ×部下の関わり方

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②部下理解・受容（情動・心の筋力）
③快を刺激する関わり方の理解
④部下への関わり方シミュレーション

３ スケジュールとポイント

【早期離職を防ぐポイント】

【ルミエール】

【 科学的に「違いを可視化」】

２ 研修で活用するフレーム

・良かれと思って指導しているのに
思うようにメンバーに伝わらない。
・人によって個性が違うのはわかるが、
じゃあどうすればいいのか、分からない
・どうもメンバーとの感覚が違う気がする
・メンバーの本音が中々出てこない

・いまいち上司先輩の伝えたい感覚が
ピンとこない
・自分の気持ちをうまく伝えられない
・もっとこうしてくれればいいのに。。
と思っても言えない
・上司先輩の声がけが自分のモチベーション
にはつながらない。。。

※ プログラム運営時間 4時間

リアル推奨
オンライン可
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開始 終了
所要
時間

内容 受講者が得る知識・スキル

10:00 10:10 0:10 自己紹介＆ガイダンス

10:10 10:15 0:05
【体感ワーク×レクチャー】
サイレントトーク

コミュニケーション・認識のすれ違いを防ぐポイント
メラビアンの法則

10:15 10:25 0:10
【レクチャー】
チームパフォーマンスに大きく影響する「心理的安全性」

ハイパフォーマンスチームとなるポイント
心理的安全性

10:25 10:35 0:10
【体感ワーク×レクチャー】
DPAをみんなで行う。

DPA（Designing the Partnership Alliance）
→効用とやり方を経験

10:35 10:50 0:15
【PSAレクチャー】
「精神医学・脳科学ベースのパーソナリティ理論を
知る」：他者を観察・理解する視点の獲得

①パーソナリティとは医学的に何か？
②脳機能と情動パターン・心の筋力
③変わりにくいパーソナリティ、変えられるパーソナリティ
④情動パターンによる先天的快・不快の感覚の違い

10:50 11:10 0:20
【体感ワーク×ダイアログ】
①ACTUSインクワイアリーによる自己探求
②他者との相互開示による他者理解

・ACTUSインクワイアリーを活用した、
自分の快・不快の特徴と強み弱み の言語化
・自分と異なる「快・不快」を持った人を受け容れる

11:10 11:40 0:30

【全体ダイアログ】
全員の情動パターンを俯瞰した対話セッション
①普段、どんなことが起こってますか？良し悪しは脇に
おいて。気になる関係性はありますか？

・ACTUSインクワイアリーを活用した、
他者との感じ方の違いの自覚化
・情動が引き起こす日常シーンでのすれ違いの自覚化

11:40 11:55 0:15

【ディスカッション】
互いの開示を踏まえて、
１．自分だからこそチームに貢献できること
２．仲間にサポートして欲しいこと
３．その他、知っていて欲しい事など。
を言語化してもらい、全員発表

個々の特徴を活かし、弱みをカバーし合う関係

11:55 12:00 0:05 チェックアウト

心理的安全性強化・人間関係問題低減／ダイバーシティオンライン2時間

個性の違いを受容する・多様性を活かすコミュニケーション方法を理解するための
組織開発型研修『 ＰＳＡダイバーシティミーティング オンライン版 』

１ 研修の特徴

「個性の違いや多様性への感度」と「心理的安全性」を効果的にアップさせる

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）

２ 研修で活用するフレーム

３ スケジュールとポイント ※ プログラム運営時間 2時間

ダニエル・キムの成功循環モデル

行動の質

関係の質

思考の質結果の質

＋

＋

＋

＋

PSA

パフォーマンス向上の鍵は、
「人間関係の質」にあり。

多様な働き方

生産性の向上

リモートワークの推進

採用の通年化

懇親時間の減少

メンバーの孤立化

閉ざされた
コミュニケーション

早期離職の増加

メンタルダウンの増加

ハラスメントリスクの増加

関
係
構
築
に
割
け
る

時
間
は
減
っ
て
き
て
い
る

人
間
関
係
に
起
因
す
る

問
題
は
増
え
て
い
る

「わかっているけど、難しい」に、 精神医学・脳科学の成果で切り込みます！！

オンライン
受講のみ
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開始 終了
所要
時間

内容 受講者が得る知識・スキル

13:00 13:05 0:05
自己紹介

13:05 13:20 0:15
【アイスブレイク＆アンテナ立て①】
ミングル

曖昧な自己理解を自覚する

13:20 13:30 0:10
【アイスブレイク＆アンテナ立て②】
サイレントトーク

コミュニケーション・認識のすれ違いを防ぐポイント
メラビアンの法則

13:30 13:45 0:15 今日の目的ーチームパフォーマンス向上の視点ーDPA
ハイパフォーマンスチームとなるポイント
心理的安全性
成功循環モデル

13:45 14:05 0:20
【レクチャー】
「精神医学・脳科学ベースのパーソナリティ理論を
知る」：他者を観察・理解する視点の獲得

①パーソナリティとは医学的に何か？
②脳機能と情動パターン・心の筋力
③変わりにくいパーソナリティ、変えられるパーソナリティ
④情動パターンによる先天的快・不快の感覚の違い

14:05 14:10 0:05 休憩

14:10 14:40 0:30
【体感ワーク×ダイアログ】
①ACTUSインクワイアリーによる自己探求
②他者との相互開示による他者理解

・ACTUSインクワイアリーを活用した、
自分の快・不快の特徴と強み弱み の言語化
自分と異なる「快・不快」を持った人を受け容れる

14:40 15:20 0:40

【情動別グループ対話】
「違い」をさらに具体的に受け容れる
①同じ情動同士の対話
②遠い情動タイプのレクチャー
③違う情動タイプの人でのグループ対話

・ACTUSインクワイアリーを活用した、
他者との感じ方の違いの自覚化
・情動が引き起こす日常シーンでのすれ違いの自覚化
・情動パターン別関わり方のスキル

15:20 15:35 0:15

【セッション】
全体の特徴を俯瞰する
自分たち×上司・先輩・後輩全体
集団としての特徴はどう感じるか？
対話と、補足レクチャー

・個性の集合体としての、自チームの特徴を全員が自覚
する。

15:35 15:55 0:20

【個人ワークとシェア】
相互受容・相互支援
互いの開示を踏まえて、
１．自分だからこそチームに貢献できること
２．仲間にサポートして欲しいこと
３．その他、知っていて欲しい事など。
を言語化してもらい、全員発表後、写真撮影

個々の特徴を活かし、弱みをカバーし合う関係

15:55 16:00 0:05 まとめ

１ 研修の特徴

「個性の違いや多様性への感度」と「心理的安全性」を効果的にアップさせる

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）
③関わり方の違いの体感・理解・受容

２ 研修で活用するフレーム

３ スケジュールとポイント

個性の違いを受容する・多様性を活かすコミュニケーション方法を理解するための
組織開発型研修『 ＰＳＡ ダイバーシティ＆インクルージョン セッション（リアル版）』

心理的安全性強化・人間関係問題低減／PSA D＆Iセッション 3時間

ダニエル・キムの成功循環モデル

行動の質

関係の質

思考の質結果の質

＋

＋

＋

＋

PSA

パフォーマンス向上の鍵は、
「人間関係の質」にあり。

関
係
構
築
に
割
け
る

時
間
は
減
っ
て
き
て
い
る

人
間
関
係
に
起
因
す
る

問
題
は
増
え
て
い
る

「わかっているけど、難しい」に、 精神医学・脳科学の成果で切り込みます！！

多様な働き方

生産性の向上

リモートワークの推進

採用の通年化

懇親時間の減少

メンバーの孤立化

閉ざされた
コミュニケーション

早期離職の増加

メンタルダウンの増加

ハラスメントリスクの増加

※ プログラム運営時間 3時間

リアル受講
のみ
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メンバーが主体性を発揮し組織が自走する仕組みを構築し、相互理解を深め
「組織の目的」を探求するための組織開発型研修『 PSA D＆I＋We セッション』

１ 研修の特徴

ダイバーシティを活かした一体感・共通認識の醸成×「個性の違いや多様性への感度」と
「心理的安全性」を効果的にアップ×組織目的へのコミットメント

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）
③関わり方の違いの体感・理解・受容
④チームビルディングの原理原則
⑤理念ビジョンミッション等の認識合わせ

２ 研修で活用するフレーム

３ スケジュールとポイント

心理的安全性強化・人間関係問題低減／PSA DIプラスウィー 8時間

開始 終了
所要
時間

テーマ 内容 詳細

9:00 9:10 0:10

アイスブレイク

ファシリ自己紹介/プログラムの目的 今日1日の目的と流れを提示する

9:10 9:25 0:15 ミングル
場を動かす
自分にアンテナを立てる

9:25 9:40 0:15 サイレントトーク
スムーズなコミュニケーションの
前提にアンテナを立てる

9:40 9:55 0:15 マインドセット
導入レクチャー
組織のパフォーマンスを高めるセオリー

プロジェクトアリストテレス
×成功循環モデル
⇒「心理的安全性・関係の質」

9:55 10:15 0:20
互いの違いを受け容れる
「メガネ」をかける

レクチャー
パーソナリティの違いは、脳の違い

PSAとパーソナリティ理論インプット

10:15 10:20 0:05 休憩

10:20 10:50 0:30 【自分】を知る
【仲間・違い】を知る

感情曲線のワーク
人生を俯瞰し、価値判断の基準を
明らかにする

10:50 11:20 0:30 ACTUSインクワイアリー読み込み 自分らしさ と 経験を紐づける

11:20 11:30 0:10
【心地よい関わり方】
を知る

情動パターン別グループ
快・不快の探求

情動パターン別グループでテキストを
もとに対話

11:30 12:10 0:40
他の情動パターンGとの
快・不快ポイント共有

全体で、各Gの快・不快のポイント
の声を聴きあう

12:10 12:35 0:25 相互受容・支援関係を創る まとめのワークと共有 個人W10分 共有15分

12:35 13:35 1:00 昼食

13:35 13:55 0:20

組織（関係性システム）が
主体的に動くセオリー

ヒモのワーク
8名参加・5名オブ⇒数人抜け⇒
移動／組織の動きを体感する

13:55 14:10 0:15 ワークを踏まえた「セオリー」のレクチャー
目的・アイデンティティ（判断基
準）誰もが正しい全体から見れば
一部正しい

14:10 14:25 0:15
理念・ミッション・ヴァリュー・
目指す姿の確認

自社の
理念・ミッション・ヴァリュー・目指す姿

確認と対話

14:25 14:30 0:05 休憩

14:30 14:35 0:05 ワールドカフェ形式の対話 導入説明 ルールの説明

14:35 15:15 0:40 ワールドカフェ形式の対話 対話テーマ① 理念への認識を開く 8分×3回＋全体共有10分

15:15 15:20 0:05 休憩

15:20 16:00 0:40 ワールドカフェ形式の対話 対話テーマ② ミッションへの認識を開く 8分×3回＋全体共有10分

16:00 16:40 0:40 ワールドカフェ形式の対話 対話テーマ③ ヴァリューへの認識を開く 8分×3回＋全体共有10分

16:40 16:45 0:05 休憩

16:45 17:15 0:30 中期経営計画についての対話
社長が「中期経営計画」を語る
→理念・ミッション・ヴァリューと、
戦略の繋がりを明らかにする。

社長が「中期経営計画」を語る＝
10分
小グループ対話＝10分
全体共有＝10分

17:15 17:55 0:40 まとめのワーク 自分のスローガンを明らかにする 個人ワーク15分 共有20分

D＆I

We

リアル受講
のみ
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ダイバーシティを活かした協働力UP ×
「個性の違いや多様性への感度」と「心理的安全性」を効果的にアップ

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）
③関わり方の違いの体感・理解・受容
④思考特徴の違いの理解・受容
⑤仕事のシーンでの関わり方討議

心理的安全性強化・人間関係問題低減／PSA ファンデ 8時間

１ 研修の特徴

２ 研修で活用するフレーム

３ スケジュールとポイント

ダイバーシティを活かした協働力UP！他者との違いを知り、受け入れ、
お互いを活かす関わり方を探究する 組織開発型研修『 PSAファウンデーション』

※ プログラム運営時間 8時間

開始 終了
所要
時間

内容 詳細

9:30 9:50 0:20
【アイスブレーク】
自己紹介＋みんぐる

曖昧な自己理解を自覚する

9:50 10:00 0:10
【オリエンテーション】
今日の目的・流れ

10:00 10:15 0:15
【イントロ】
問題提起 コミュニケーションのすれ違い

すれ違いにより起こる、「関係の質」の低下

10:15 10:45 0:30
【PSAレクチャー】
「精神医学・脳科学ベースのパーソナリティ理論を
知る」：他者を観察・理解する視点の獲得

①パーソナリティとは医学的に何か？
②脳機能と情動パターン・心の筋力
③変わりにくいパーソナリティ、変えられるパーソナリティ
④情動パターンによる先天的快・不快の感覚の違い

10:45 10:55 0:10 休憩

10:55 11:25 0:30
【自分を知ろう】
結果表の読み方／自己発見シート

・ACTUSインクワイアリーを活用した、
自分の快・不快の特徴と強み弱み の言語化

11:25 12:05 0:40 お互いの情動パターン 当て 自分勝手な「相手像」を持っていることに気づく

12:05 12:25 0:20 互いの違いを受け入れる グループダイアログ 自分と異なる「快・不快」を持った人を受け容れる

12:25 13:25 1:00 昼食

13:25 14:20 0:55 情動パターン別関わり方の理解

・ACTUSインクワイアリーを活用した、
他者との感じ方の違いの自覚化
・情動が引き起こす日常シーンでのすれ違いの自覚化
・情動パターン別関わり方のスキル

14:20 14:25 0:05 休憩

14:25 15:05 0:40 100万円旅行のワーク
情動の違いが「言動にどのように表れるか？」に
気づく

15:05 15:45 0:40 6色の帽子のワーク 情動タイプによる思考のクセの影響・違いを感じるワーク

15:45 15:50 0:05 休憩

15:50 16:30 0:40 快・不快のディスカッション
①会議の進め方②メールのやりとり③依頼・相談のされ方
④褒められ方・認知のされ方⑤叱られ方⑥飲み会

16:30 17:00 0:30 ポジティブフィードバック
ACTUSインクワイアリーから、ポジティブに影響することを
発見し、言語化して伝え合う。

17:00 17:25 0:25 チェックアウト

経営ボードの議論・意思決定の生産性が大きく上がる！

Googleが見出した、唯一の組織生産性向上の必要条件

「心理的安全性」が 鍵

チームビルディングの基盤
（ファウンデーション）

ダニエル・キムの成功循環モデル

PSA

成功するチームに存在するポイントは「心理的安全性」
リアル受講
のみ
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部下育成力アップトレーニング／ひとマネ全8回（28時間）

メンバーから主体的行動を引き出す方法論とコミュニケーション技術を
腹に落とし、技術を体得する『ひとマネジメントスキルトレーニング』

１ 研修の特徴

チームの「関係の質」「思考の質」を高めるマネジメント行動を
「センス」 に委ねるのでなく、「技術・スキル」として体得させる
「中間」管理職 から 「中心」管理職へ
パラダイムをシフトするプログラムです。

①「長」の役割認識
②主体的行動を引き出すフォーカスポイントと打ち手
③主体的行動を引き出すチェンジポイントと打ち手
④個の理解と1on1コーチングスキル
⑤練習→実践→リフレクション＆追加練習

２ 研修で活用するフレーム

３ スケジュールとポイント（基本）

学び・練習 → 現場実践 → 振り返り・学び → 練習 → 現場実践 …
を、繰り返すことで、「気づきの定着・技術の体得」 を実現します。

「知っている」 ではなく、「できる」 を目的にしたコースです。

リアル受講
のみ

ひとマネ (hitomane.com)

詳細は以下をクリック👇

https://hitomane.com/
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PSAソリューション 料金表（税抜）

課題キーワード ソリューション名 ワークショップ/トレーニングのポイント 参加対象

オンライン対応
適性・最大人数

/１開催
所要時間

使用する
PSAレポート

費用 資料内訳

研修 資料代（１名あたり） テキスト PSA受検
ACTUS

インクワイアリー
ルミエール

早期育成
離職率の低減

新卒入社社員向け
ファウンデーション＆フォロワーシップ
（略称 新人FF）

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）
③苦手なタイプへの関わり方シミュレーション
④インフォーマルネットワークの構築

新卒新入社員
内定者 〇

適正～16名
最大30名
（オンライン
～10名）

８時間
ACTUS

インクワイアリ―
40万円

＋資料代×参加人数

従量制利用企業 7000円 2000円 1000円 4000円 ー

教育サブスク利用企業 3000円 2000円 1000円 ｰ ー

新卒入社社員向け
ファウンデーション 3時間
（略称 新人ファンデ）

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）

新卒新入社員
内定者 〇

適正～16名
最大30名
（オンライン
～10名）

3時間
ACTUS

インクワイアリ―
15万円

＋資料代×参加人数

従量制利用企業 7000円 2000円 1000円 4000円 ー

教育サブスク利用企業 3000円 2000円 1000円 ｰ ー

新卒入社社員向け
オンボーディングプログラム
（略称 オンボーディング）

新人FFの内容に加えて、
①上司・先輩・同僚と関係を創る
②事業・チームへの貢献感を育む
③成長実感と目標を育む

新卒新入社員
内定者

〇
（一部リアル
推奨）

1コース
10名

6か月の
継続コース
総計17時間

ACTUS
インクワイアリ―

90万円
＋資料×参加人数

従量制利用企業 7000円 2000円 1000円 4000円 ー

教育サブスク利用企業 3000円 2000円 1000円 ｰ ー

中途入社社員向け
ファウンデーション＆フォロワーシップ
（略称 中途FF）

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）
③上司への関わり方シミュレーション

中途新入社員 〇
適正～16名
最大30名
（オンライン
～10名）

4時間
①ACTUS
インクワイアリ―
②ルミエール

20万円
＋資料代×参加人数

従量制利用企業 14000円 2000円
2000円
(2名)

8000円
(2名)

2000円
(1ペア)

教育サブスク利用企業 4000円 2000円
2000円
(2名)

ｰ ー

早期育成
離職率の低減
部下への関わり方の理解

上司・教育担当向け
PSA 関わり方検討会
（略称 関わり方検討会）

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②部下理解・受容（情動・心の筋力）
③快を刺激する関わり方の理解
④部下への関わり方シミュレーション

入社配属部署の
上司・教育担当 〇

適正10名
最大14名

4時間
①ACTUS
インクワイアリ―
②ルミエール

25万円
＋資料代×参加人数

従量制利用企業 14000円 2000円
2000円
(2名)

8000円
(2名)

2000円
(1ペア)

教育サブスク利用企業 4000円 2000円
2000円
(2名)

ｰ ー

ダイバーシティを受容する
心理的安全性の強化
人間関係問題の低減
（ハラスメント、メンタルダウン）

PSA ダイバーシティミーティング
※オンライン版
（略称 ダイバーシティオンライン）

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）

チームメンバー
全員

-組織図
-プロジェクト
-階層横ぐし

〇
適正5～6名
最大10名

2時間
ACTUS

インクワイアリ―

10万円
＋資料代×参加人数

従量制利用企業 7000円 2000円 1000円 4000円 ー

教育サブスク利用企業 3000円 2000円 1000円 ｰ ー

PSA ダイバーシティ＆インクルージョン
※リアル版
（略称 D＆Iセッション）

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）
③関わり方の違いの体感・理解・受容

チームメンバー
全員

-組織図
-プロジェクト
-階層横ぐし

×
適正15名まで
最大20名

3時間
ACTUS

インクワイアリ―

15万円
＋資料代×参加人数

従量制利用企業 7000円 2000円 1000円 4000円 ー

教育サブスク利用企業 3000円 2000円 1000円 ｰ ー

ダイバーシティを活かした
一体感・共通認識の醸成
心理的安全性の強化
人間関係問題の低減
（ハラスメント、メンタルダウン）
組織目的へのコミットメント

PSA D＆I ＋We セッション
（略称 DIプラスウィー）

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）
③関わり方の違いの体感・理解・受容
④チームビルディングの原理原則
⑤理念ビジョンミッション等の認識合わせ

チームメンバー
全員

-ボードメンバー
-組織図

-プロジェクト
-階層横ぐし

× 6名～15名 8時間
ACTUS

インクワイアリ―
40万円

＋資料代×参加人数

従量制利用企業 7000円 2000円 1000円 4000円 ー

教育サブスク利用企業 3000円 2000円 1000円 ｰ ー

ダイバーシティを活かした協働力UP
心理的安全性の強化
人間関係問題の低減
（ハラスメント、メンタルダウン）

PSA ファウンデーションプログラム
（略称 ファンデ）

①自己探求・自己理解（情動・心の筋力）
②他者理解・他者受容（情動）
③関わり方の違いの体感・理解・受容
④思考特徴の違いの理解・受容
⑤仕事のシーンでの関わり方討議

チームメンバー
全員

-ボードメンバー
-組織図

-プロジェクト
-階層横ぐし

×
適正6名～15

名
最大20名

8時間
ACTUS

インクワイアリ―
60万円

＋資料代×参加人数

従量制利用企業 7000円 2000円 1000円 4000円 ー

教育サブスク利用企業 3000円 2000円 1000円 ｰ ー

ハイパフォーマンスチームを創るスキル
メンバーの主体性を引き出す
学習する組織

ひとマネジメントスキルトレーニング
（略称 ひとマネ）

①「長」の役割認識
②主体的行動を引き出すフォーカスポイントと打ち手
③主体的行動を引き出すチェンジポイントと打ち手
④個の理解と1on1コーチングスキル
⑤練習→実践→リフレクション＆追加練習

【PSAを含めた研修を事前に受講している企業の場
合】
研修内容のカスタマイズ・オプションあり

経営陣～
ミドルマネージャー ×

適正9名
最大15名

28時間
（終日×2回
＋2時間×6回）

ACTUS
インクワイアリ―

140万円
＋資料代×参加人数

従量制利用企業 19000円 4000円
3000円
(3名)

12000円
(3名)

ー

教育サブスク利用企業 7000円 4000円
3000円
(3名)

ｰ ー
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